
山口県埋蔵文化財センター調査報告　第 101 集

2 0 1 9

財 山口県 と り財

山口県埋蔵文化財センター

長 門 市 教 育 委 員 会

本
ほ ん

郷
ご う

山
や ま

崎
さ き

遺
い

跡
せ き

本
ほ ん

郷
ご う

遺
い

跡
せ き

01 20190212 2 5 2019 02 28 19 42 21



01 20190212 2 6 2019 02 28 19 42 21



本書は、長門市油谷向津具下地 にある本郷山崎遺跡・本郷遺跡の発掘調査の記録をまと た

のです。調査は、ほ場整備事 の に 立ち、山口県長門 事 所から委 を けて、

財 山口県 と り財 が長門市教育委員会と 同で しました。

発掘調査は、 発事 等に伴い、やむを得 することになる部 に いて、関 機関が

を行い、記録 を るた に する のです。

発掘調査は、平成 29 年 の本郷山崎遺跡と、本年 の本郷遺跡の２か所で しました。

本郷山崎遺跡では、溝や土坑などの弥生時代前期の集落の遺構が確認され、これに伴い多量に出

土した土器・石器等により、弥生時代前期における北部 州から本州への稲作伝播ルートにおいて

重要な拠点的集落であったと考えられます。さらに、掘立柱建物などの遺構から、本郷山崎遺跡

は弥生時代 の古代から中世において 向津具半 において中心的な地 であったこと 明ら

かとなりました。

また、本郷遺跡では古墳時代後半の集落跡が発 され、同時代の祭祀遺物等が多量に出土し、当

時の の りの一 が 間 えてきました。

本書が郷土の や文化財 への を深 る資料として、また、教育や文化の 、

等に されることを っています。

後になりましたが、発掘調査の 報告書の作成に、 をいた きました

関 者の に、 お し上 ます。

　　

　　平成３１年３月

　　　　　　　　　 財 山口県 と り財

　　　 事長　原　 　
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本書は、長門市油谷向津具下地 での 化基 整備事 に るほ場整備を行うにあた

り、同地区 に所在する本郷山崎遺跡・本郷遺跡において、 財 山口県 と り財 と

長門市教育委員会が、平成 29 年 から平成 30 年 にかけて 同 した発掘調査の 年 の報

告です。

長門市は、多 の ・文化的遺 に恵まれた にあります。 遺跡がある向津具半 におい

て 、弥生時代・古墳時代の遺跡が数多 点在し、 からは、弥生時代中期の のとされる

定重要文化財 出土しており、 の発掘 すると、当地における古代

文化の が れます。

調査で得られた成 は 重か 重要であり、当時の の生 や 会を る上で に大きな

を たすと考えております。これらの成 は、市 をは 多 の に してまいりた

いと います。

本書が考古 に されるの なら 、市 の郷土に する と を深 る一 となる

ことを っております。

報告書 行にあたり、調査にご とご をいた きました土地所 者、 事 主体者であ

る山口県長門 事 所をは とした関 に し上 ます。

　　平成３１年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長門市教育委員会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　 　 　 　
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１　本書は、平成 29・30 年 に した本郷山崎遺跡・本郷遺跡（山口県長門市油谷向津具下地 ）

の発掘調査報告書である。

２　調査は、 財 山口県 と り財 が山口県長門 事 所の委 約名

基 整備事 　本郷地区　平成 29 年 埋蔵文化財発掘調査 、平成 29 年 埋蔵文化

財発掘調査 2 号、およ 平成 30 年 埋蔵文化財発掘調査 3 号 を けて、長門市教育委

員会と 同で した。

３　調査 は、次のとおりである。

　　　調査主体　 財 山口県 と り財 山口県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　長門市教育員会　　　

　　　調査 当　調査第一 長 岩　崎　仁　志

　　　　　 　 　 　    同　主 宮　下　孝　優

　　　　　　　　調査第 主 　 　 　 （平成 29 年 ）

　　　　　　　　文化財 門員 　上　 　 （平成 30 年 ）

　　　　　　　　調 査 員 　 　孝　一（平成 29 年 ）

 　　　　　　　 　　　同　　　　　 大　矢　健太郎（平成 30 年 ）

　　　　　　　　埋蔵文化財 長 　 　 　 （長門市教育委員会・平成 29 年 ）

　　　　　　　　　　  同　　　　　　西　本　達　夫（　　　同　　　　・平成 30 年 ）

　本書の第１ は、山口県山口 事 所 の地 を元に作成した。第２ は、 土地 発

行の５ の１地 川 崎 西市 を 製 し、第３ は、２ ５ の１

地 川 を 製 した。

５　本書で した は、 土 （世 地系）の北、 高は 高 （ ）で している。

　本書で した土 の 調の 記は、 会 事 （ ） 土

式による。

　 中の遺構・遺物番号は、 の遺構・遺物番号と する。

　本書で した遺構 号は、次のとおりである。

　　 柵列　 掘立柱建物　 溝　 土坑　 柱穴　 性 不明遺構

　出土遺物 に いて、 面 は須恵器を す。

10　報告書作成の で、縄文・弥生土器は （山口大 埋蔵文化財資料 ）、石製品の石

に いては 﨑英里 （山口県立山口 物 ）に 教 を いた。

11　資料の 定・ に関して、 性 年代 定（ S 定）、 種・種 同定、 、

ント ール などの土 を 者に委 した。 上の成 は第 に した。

12　本書の作成・ は、岩崎・宮下・大矢が 同で行い、編集は宮下が行った。なお、本書の

は、次のとおりである。

　　　 　宮下　　Ⅱ　大矢　　 　岩崎・宮下　　 　岩崎　　 　 者委 　　

　　　 　宮下・岩崎
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山口県長門 事 所は、長門市油谷向津具下における 村の 性化や の 化を

る 的で、 地整備事 （経 体育成 ）およ 化基 整備事 を ている。山

口県教育委員会は、事 の に 立ち、 地 の埋蔵文化財の を確認するた 、平成 27・

28 年 に 掘調査を行った。その 、土坑や柱穴等の遺構のほか、弥生土器、土師器や瓦質土器

等の弥生時代から中世の遺物を確認し、弥生時代から中世を中心とする におよ 集落跡の

在が推定されるに った。これを けて、山口県教育委員会と事 主体である山口県長門

事 所は遺跡の り いに いて を行い、 事により遺構が 平される約 6,900 ㎡に いて、

平成 29 年 から記録 のた の発掘調査を することとなった。

平成 29 年 は、本郷山崎遺跡（4,088 ㎡）、平成 30 年 は、本郷遺跡（2,785 ㎡）に いて、い

れ 山口県長門 事 所の委 を けた 財 山口県 と り財 山口県埋蔵文

化財センターと、長門市教育委員会が 同で発掘調査を した。調査の 、本郷山崎遺跡では

弥生時代前期から中世にかけて、本郷遺跡では古墳時代から中世にかけての集落跡の がそれ

れ明らかとなった。なお、本郷山崎遺跡・本郷遺跡に いては、それ れ調査区が 4 地区に かれ

ることから、東側から１区、２区と している。

平成 29 年 の本郷山崎遺跡の調査は事前の 備を経て、平成 29 年 10 月 16 日には発掘作 員

明会を し、作 の確認や安 等に いて を り、同日には 長門市立向津
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具 の 地 に 事 所を した。

調査は 10 月 10 日から 11 月 8 日まで重機による 土 作 を した。 土 と 行して、

10 月 26 日から機 入を行い、発掘作 員による 面 や 土 、遺構検出作 を し、

者に委 して 土 の を行った。27 日から 2 区の調査に し、遺構の掘り を行い、

11 月 21 日からは調査員によるトータル ーシ ンを いた リ ド の作成を した。調

査員が 要に て、 遺構の 作成や記録 等を行い、２月 23 日には 中 を

した。２月 24 日には 地 明会を し、地元 を中心に約 120 の に していた

いた。遺構の掘 ・ 作成等の 後、３月 15 日には発掘作 員の を した。同日に機

の 出、16 日にす ての 地作 を した。出土遺物は、調査中より 時、山口県埋蔵文化財

センターに ち り、 、 、復元等の整 作 を て、調査後は出土遺物の 作成お

よ を行い、本報告書作成のた の資料整 を行った。

平成 30 年 の本郷遺跡の調査は、平成 30 年５月 10 日から 月 日まで重機による 土 作

を 区で した。５月 16 日には発掘作 員 明会を し、５月 23 日から機 入を行い、6

月 日から 区の遺構検出を行い、 区の遺構検出により調査区 体の遺構 を し、

者による 土 に いて、 リ ド 量 の作成を行い、遺構の掘り を した。

月 日には 地 明会を し、地元 を中心に約 50 の に していた いた。 月 22

日には 中 を し、10 月 日には発掘作 員の を した。同日に機 の 出、遺

構の 作成等の 後、24 日にす ての 地作 を した。なお、調査期間中、報告書作成

に向け、本郷山崎遺跡の資料整 行して した。

出土遺物は、 時、山口県埋蔵文化財センターに ち り、 、 、復元等の整 作 を行い、

化 や 土 から良好な 料を 出し、 者委 による を した。

本郷遺跡の 地作 後は、調査中に ていた

記録類の整 に本 的に し、調査資料の整 ・検

を行い、出土遺物の 作成およ を

行った。あ せて ・ の作成、原 な

どの作 を し、本報告書を 行するに った。
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本郷山崎遺跡・本郷遺跡は、長門市油谷向津具下に所在する。長門市油谷は、山口県の北西部に

し、向津具半 の西半を 、油谷 では、西は下関市 北町、 は同 町、東は長門

市日 に している。

本郷山崎遺跡・本郷遺跡 第２、３ １・２) は、東西約 1 、 高約 20 の向津具半 大の

本郷 地 に し、 を 高 100 上の山 に まれており、 地を れる本郷川が日本

に ぐ。 地は、本郷川による谷 平 としての性質 あるが、 岩 に まれた に

する。向津具地区は、半 基部の 地 より西側にあり、半 北 の川 、西 の油谷 を

含む。地区の大半を半 大の 岩地 である向津具 山が 、 元山東 を 高点 高とする。

油谷 側である同地区の 側の 部で、 から東にかけて 高約 100 下に、 岩・ 岩・

岩等からなる第 があら れ、その上部に 岩がのり、 付 から にむかって る

やかな 面を る。 の一部には地す りによって生 た の 地があり白 ・ ・
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中の 地区等の集落が立地している。向津具地区は、山 付 に 岩との間に を伴うとこ

が多いこと等から 条 等に恵まれており、 化されている所が多 的恵まれている

である。

向津具地区 では、 、ア リなどの 類と条 文土器の が出土し

た 石遺跡 34)、 文・条 文の土器 が された 多遺跡 20) 等があるが 石器・縄文

時代の遺跡は数 ない。長門市日 に、 石器後期 縄文前期における 遺跡 25) が 在し、

石器後期の のとされる や晩期とされる 器に え、縄文 期から前期にか

けての土器や石器類が出土している。出土した土器 には、 文は 、山 文、平行 文、

条 文等が確認される。上岩原遺跡 24) は遺物 地とされ、縄文 期 前期における 山

関 の の行 地であったと 定されている。

本郷山崎遺跡・本郷遺跡から 東約 600 に弥生時代中期とされる が出土し

た 遺跡 ５) がある。 は、 県の 遺跡や 県の 遺跡等、

弥生を代 する遺跡から出土している 重な遺物である。 遺跡 32) は、弥生 期 古墳時代

の遺跡であるが、弥生時代 期とされる 溝 遺構が１基検出されている。遺構に伴う

のではないが 文を 前期の土器 出土している。 まで を ると、弥生前期に

関 する遺跡が 数 在する。下関市 北町の に所在する 遺跡 41) は、遺構は確認されて

いないが遺物 含 から大量の土器が出土しており、突帯文土器や 期 川式土器が多数出土し

ている。縄文から弥生への り りを考える上で重要な遺跡である。土 遺跡 42) は、前期

中 中期にかけての埋 遺跡であり、 の良い 300 体 上の が発 されており、弥生

の 質、埋 や 、 会構造を考える上で重要な遺跡である。 年、遺跡の に土

に埋 された の集落とされる遺跡 数確認されている。土 遺跡 43)、 遺跡

44)、 遺跡 45) 等である。土 遺跡は前期後半 中期 の土器が多数出土し石器類
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出土している。土坑や 蔵穴、 穴建物跡と考えられる遺構 発 されている。 遺跡は、前期

前半 中期 にかけての土器や柱穴 が確認されており、 跡 発 されている。

遺跡では、古墳時代 の 穴建物跡が検出され、古式土師器の ・ 等が

出土している。長門市日 では、長行 川遺跡 29) で建物跡等が検出され、ミニチュア土器、 、

須恵器等が出土している。 遺跡 36) では、 穴建物跡が 数検出され、土師器・須恵器をは

として須恵器の 平 系 土器、ミニチュア土器、土製品等が出土している。

向津具半 では、前 後 墳は 在まで発 されておら 、所在する古墳は後期に し、

模の 墳が大半である。これら古墳は、向津具地区に数多 所在し、本郷 地を ぐる の

部や に集中し、これに次いで、半 の油谷 や半 基部後 ・ 山地区に する。古

墳は、その特 から 式石 と 穴式石 の 系 に かれる。前者には、 山石 )、

北側古墳 10)、本油谷古墳 16)、 古墳 15)、 崎石 40) 等、後者には、 古墳 )、

山古墳 13)、一 古墳 11)、川 古墳 ３) 等があ られる。

本郷遺跡の北側の 上にある 山石 は、大 の せ式 式石 が 2 基ある。本油谷古墳

は、 せ式 式石 であるが半 の で発 されている。 在は しているが 製の が

出土している。 古墳 は３基確認され、 一号墳は、 西の 向に 口した の 穴式石

墳であり、深い 坑の中に石 が構 されており、後 する一 古墳 一号墳 ) に られる。

から 、 製 、 、 から須恵器の 付 、 が出土しており墳 や石

の構造から 6 世 後半の 造と推定されている。一 古墳 は、 基の古墳が確認されているが、

一号墳の 調査が行 れた。一号墳は、 模な 穴式石 墳である。町 によると は、 土

により大 の に区 され、 、須恵器の ・ 等が出土している。 山古墳は、西側に

口した 穴式石 墳である。須恵器の 、 、 、 が出土している。

類 抄 よると向津具地区は、長門 大津 向 郷に していた。向津具の地名は 向

の名であら れる。その後 向津 向津具 へと てい 。本郷山崎遺跡・本郷遺跡があ

る本郷の場所は名 から向 郷の中心 であったと 定されている。 地 には、条 地 が

られ、 地の一部に条 のなごりが、市 ) の名で っている。

遺跡 33) は、 世 の 穴建物跡や掘立柱建物跡等が検出され、土師器・須恵器をは

に関 る祭祀 具として、土 が出土している。また、 が 式等で する の ル

トの り具の一種である石 が出土している。 を ると、長門市日 に 山古 跡 30)、長

行古 跡 28)、 遺跡がある。 山・長行古 跡 は、これまでに 山地区で 3 基、長行地区で

1 基の 跡が確認されており、古墳時代 期 奈良時代にかけて していたと 定されている。

遺跡は、前 した古墳時代の遺構の上 より、多数の柱穴 が検出された。土師器・須恵器をは

として 瓦、 陶器、 口、 等が出土している。これらの遺跡は、 と関 する

遺跡の可能性 され、当時の大津 に関 する遺跡と 定されている。

奈良・平安時代には、向津具地区において が成立する。長門市油谷は、当時、向津

・日 ・大津 にまたがっており、本郷山崎遺跡・本郷遺跡のある向津具地区は向津 に

していた。向津 は、平安時代 りに い 、記録上に てあら れる。向津 は成
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立当 は 原 の であったとされている。 は本 、 の 入が行 れない のであるが、

向津 では、 の が 入していたとされている。これを ぐた に 暦 1161) 年、後

白 により 都の 日 に される。当地 は、当時の 者であった平 に なって在地

における を していたが、平 落後は、 であった大 が地 として され、

その所 を け ぐのである。 のように に して 入していき、 から を う。

そのた 、建 1197) 年に は、向津 地 を 日 に し、当 が向津 一

を するに った。 北 期では、長門 に向津具地区は含まれ、 は 東 が ていた。 が、

次第に の大 に され 落し、大 の へと り る。

中世の遺跡としては、 の 遺跡から掘立柱建物跡３棟を含む柱穴 が検出され、土坑 ２基確

認されている。また、 の調査により本郷山崎遺跡から 中世の土坑や柱穴が検出され、瓦質土

器をは 備前 や青磁等の輸入磁器が出土した。本郷遺跡から 青磁・白磁等の輸入磁器が出土

しており、 遺跡 が、向津 の中心地であった可能性が高まった。

を ていた大 であるが、 1557) 年 に され、長門 に

よって される。その後、 は、 の 下に入る。 長 1600) 年関 原の いで

は、西 に したが 後、 地を ・長門の か に される。のちに が成立し、

の郷村 では、古代 の行 ではな たに と する行 区 を けた。 は、

安年間には 部で の 区が けられた。向津具地区は、その中で 大津 に まれ

ている。

油谷町 編 委員会編　1990 油谷町 　油谷町

日 町 編 委員会編　1983 日 町 　日 町

北町 編 委員会編　1994 北町 　 北町

油谷町教育委員会 1990 油谷町の文化財 油谷町遺跡 報告書　油谷町文化財資料第 1集

油谷町教育委員会 1992 山古墳 -平成 3年 埋蔵文化財 発掘調査報告 -

山口県　2000 山口県 　資料編　考古 1

山口県　2004 山口県 　資料編　考古 2 　

土 遺跡・ 類 ミュー ア 2000 ・ 遺跡 　山口県 北町埋蔵文化財調査報告書 18 集

土 遺跡・ 類 ミュー ア 2007 遺跡　 遺跡

- 地 編整備に伴う 代地区 地区埋蔵文化財発掘調査報告 -　下関市文化財調査報告書 24

土 遺跡・ 類 ミュー ア 2014 土 遺跡 第 1次 12 次発掘調査報告書 本文編
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本郷山崎遺跡は本郷 地の中 北 に立地し、北東から 西に に る の 部、 高

約 20 5 22 5 の平 面に所在する。調査区は 箇所に かれることから、それ れ東から１

区と している。

の調査では１・２区では弥生時代前期の溝３条、土坑２基、谷（１区 SX1）、１ 区で奈良・

平安時代から中世の遺構、掘立柱建物５棟、土坑約 70 基、柱穴 210 個を検出した。

検出した弥生時代前期の遺構からは、縄文時代後・晩期の土器から弥生時代前期前半の土器が多

量に出土し、同 に縄文時代から弥生時代前期にかけての石器 数多 出土している。奈良・平安

時代から中世の遺構からは、須恵器、土師器、青磁、白磁、瓦質土器など多 の遺物が出土している。

本郷山崎遺跡では、 調査区の 面で土 を した。その 、基本 は、１・２・ 区は、

作土（ 代）下に 土（ 代）、地山（ 質土）となる。３区に いては 湿地となっており、

土下に遺物 含 が確認されている。
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9

１区は安定した 質土の地山が確認されたが、北側が高 側が なり、 部に する

と考えられる。調査区 から遺構が検出され、３基の土坑、２条の溝、70 個の柱穴、 西部では

谷地 などが検出された。

２条の溝を検出した。後世の 平によって上 あるいは上 部が しており、 て 、

確認長は 3 6 10 0 とまちまちである。い れ 北東から 東 向へ掘 されており、地 の

に っている のと 定される。

図 図版 　調査区の北西部から やかに西 する。確認長は 10 0 、 40 65 、

深さ 10 である。溝 面は平 である。埋土中からは、弥生土器が出土している。出土遺物から、

弥生時代前期前半の遺構と考える。 

図 　調査区の 西部の谷地 である SX1 で検出され、北西部から やかに する。

確認長は 3 6 、 10 15 、深さ 10 である。溝 面は平 である。埋土中からは、弥生土

器が出土している。出土遺物から、弥生時代前期前半の遺構と考える。

３基の土坑を検出した。後世の 平によって上 部が しており、 て い。

図 図版 　調査区中 に する長 3 2 、 1 4 、深さ 10 を る東西に

長い長 で、 面が平 な土坑である。北側約３ に S 2 が するが、長 向は なる。

埋土には弥生土器 、 成 土 を含むた 、弥生時代前期の遺構と される。 等は不明で

あるが、出土遺物には 成 土 が含まれ、集落 で土器製作を行っていた可能性がある。

図 図版 　調査区中 北側に する長 2 6 、 1 3 、深さ 10 を る

北に長い長 で、 面が平 な土坑である。 側約３ に S 2 が するが、長 向は なる。

埋土には弥生土器 、 成 土 を含むた 、弥生時代前期の遺構と される。 等は不明で

あるが、出土遺物には 成 土 が含まれ、集落 で土器製作を行っていた可能性がある。

図 図版 ３は調査区中 に 在する 約 1 4 の土坑で、埋土には弥生土器

を含む。土 積 は 期間に埋 されたような で、基本的に中世遺構と考えられる２

区土坑 と することから、この土坑 中世遺構と される。 等は不明である。

図 図版 調査区 西部で、 西 向へ する谷地 を検出した。２区 東 で

一部確認され、さらに 西 向の調査区 へと いてい 。確認長は 27 0 、 13 2 である。

深さは１区 では 90 であるが、2 区ではさらに 30 深いことが確認され、北 と の 高

は 1 20 である。埋土中からは多量の弥生土器、石器類が出土しており、土製品陶 など 出土し

ていることから、集落の生 物が谷地 へと 積した のと考えられる。
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２区は安定した 質土の地山が確認され、北側が高 側が なり、 部に すると考

えられる。調査区 から遺構が検出され、64 基の土坑、１条の溝、33 個の柱穴、 東部では１区

で確認された谷地 の 側 長部 などが検出された。

10 11 図 図版 11 　調査区の東部に し、北から やかに する。確認長は

26 0 、 6 2 8 0 、深さ 60 90 である。溝 面は北東部で一 高い となるが、

おおむ 平 である。 面の 高は北 で 21 5 、 で 21 2 と 向へ 30 下がっており、

本郷川へと する のと推定される。 面から３基の土坑（S １ ３）を検出している。埋土は

１ 20 に区 され、大き 上 の 質土、下 の 質土に けて調査を行った。上 部の２・３

中からは、弥生土器と石器が多量に出土した ・10）。それ 下の 質土 では土器の出土

は な なり、その中で 縄文土器の が える。また、下 では 質遺物など されていた。

出土遺物から、弥生時代前期前半の遺構と考える。

14 図 図版 12 　SD １ 面、中 部に し、西側には S ２が する。土坑は

85 、深さ 45 を る で、 面はやや ー ー ン し、 面は平 である。埋土にはドン

リを中心とした 物遺体を含む。出土遺物は 物遺体を中心とし、土器は縄文土器深 が１点出

土している。弥生時代前期前半と考えられる溝の 面から検出しているた 、弥生時代前期の遺構

と される。 はドン リ類のア きのた の と考えられる。

14 図 図版 12 13 　SD １ 面、中 部西側に し、東側には S １が する。

100 、深さ 40 を る で、 面が平 な土坑である。埋土にはドン リを中心とした 物遺

体を含む。出土遺物は 物遺体を中心とし、土器は含まれない。弥生時代前期の遺構と される。

はドン リ類のア きのた の と考えられる。

14 図 図版 13 　SD １ 面、中 部 側に し、北側には S １・２が する。

75 、深さ 45 を る で、 面はやや ー ー ン し、 面が平 な土坑である。埋土には

ドン リを中心とした 物遺体を含む。出土遺物は 物遺体を中心とし、土器は含まれない。弥生

時代前期の遺構と される。 はドン リ類のア きのた の と考えられる。

図 　土坑は大き 東西２ に かれる。このうち西 は古代 中世、

東 は 世の遺構 である。

13

柱穴は約 70 個検出されたが、建物跡を復元することはできなかった。 46 で 世 の土師器

が られる は、埋土に含まれる遺物は弥生土器 の であり、基本的に弥生時代集落の

跡と考えられる。
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西 （S 45、S 64）は東西 30 、 北 12

の に 43 基が 集する。（第 13 ）。平面

は と長 を基本とし、長 1 1 2 5 、

深さ 15 40 で、 り いは 的 ない。埋

土は明 土ないし 土の で、

者が半 の のと後者主体の のに大別でき

るが、基本的にす て である。なお、土 の

いによる ルー け等はできない。S 16 に

いては 品に い 世 の都城系土師器皿が

出土しており時期が明確である。しかし、これ

の土坑は埋土には な遺物しか含まない の

の、中世（13 15 世 ）の遺構 と される。

東 （S 46 63）は東西 15 、 北 15 の

に 18 基が する。（第 ）。平面 は長

と 長 を基本とし、埋土は 質 で

ある。 模は長 0 6 2 1 、深さ10 25 で、

い れ 西 に して である。埋土に 18

19 世 の陶磁器を含む のが 的多 、西 と

は基本的に時期を にする遺構 と られる。

21.50m

  に い （10 7 2） 質土　

 SK16

0 1m （1/20）

18

13 図 図

14 図 16 図
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土坑西 と同 の から柱穴 33 個が検出されたが、建物跡を復元することはできなかった。

基本的に埋土に遺物を含まない のの、その から土坑西 と同 に 世の遺構と考えられ

る。

21

17 図 図 3
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番号 土 主な出土遺物（その 出土遺物） 時期 備考

4 と が 在（ほ 同量） 世陶器 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 世

5 と が 在（ほ 同量） 東播系須恵器 （弥生土器・土師器 含む） 13 14 世

6 と が 在（ほ 同量）　上 に が多い 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世

7 が主体（ は ） 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世

8 が主体（ は ） 白磁皿 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 13 世

9 が主体（ は ） 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 14 世

10 と が 在（上 に が多い） 土師器 （弥生土器・須恵器 、タタ 石 品含む） 13 14 世

11 が主体（ は ） 瓦器 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 13 世

12 が主体（ は ） 白磁 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 12 世

13 と が 在 瓦質土器 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 15 16 世

14 と が 在

15 と が 在 （弥生土器・土師器 ）

16 と が 在 土師器皿（弥生土器 含む） 8 世 都城系土師器

17 が主体（ は ） 青磁皿 （土師器・須恵器 、石 含む） 13 世 同安 系

18 が主体（ は ） 白磁 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 12 世

19 と が 在 白磁 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 12 世

20 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器・陶器 含む） 12 14 世 陶器は か

21 が主体 青磁 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 13 世

22 と が 在 白磁 （弥生土器・土師器・須恵器 、 含む） 13 世

23 が主体 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 14 世

24 が主体（ は ） 青磁 （弥生土器・土師器・須恵器 含む） 13 世 同安 系

25 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 12 14 世 土師器 あり

26 が主体 （弥生土器・土師器・須恵器 、安山岩含む）

27 が主体（ は ） 土師器 12 13 世 柱 高 あり

28 と が 在 土師器 （須恵器 含む） 12 世

29 と が 在 土師器 （弥生土器 含む） 13 14 世

30 と が 在（ がやや多い） 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世

31 と が 在 土師器 （須恵器 含む） 13 14 世

32 と が 在 白磁皿（弥生土器・土師器・須恵器 ） 12 世

33 が主体 土師器 （弥生土器・土師器・須恵器 、石 含む） 12 13 世

34 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世

35 と が 在 土師器 （須恵器 含む） 12 14 世 柱 高 あり

36 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 む） 12 世

37 が主体 土師器 （須恵器 含む） 13 14 世

38 が主体 土師器 （弥生土器・陶器 含む） 13 14 世 陶器は 地不明

39 と が 在 土師器 （須恵器 含む） 14 15 世

40 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世 柱 高 あり

41 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 15 世 須恵器平 あり

42 と が 在 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世

43 と が 在 土師器 （須恵器 含む） 12 14 世

44 が主体 （土師器・須恵器 含む） 古代か

45 と が 在 青磁 （土師器 含む） 13 世 同安 系か

46 土師器 （弥生土器 含む） 11 14 世

47 白磁 （土師器 含む） 17 世 前磁器

48 土師器 （弥生土器 含む） 13 14 世

55 世陶器 （弥生土器・土師器 含む） 18 世 深川

57 瓦質土器 14 16 世

62 世陶器 18 世 深川

64 と が 在（ほ 同量） 土師器 （弥生土器・須恵器 含む） 13 14 世 須恵器器 あり

土 明 土（10  6 8）

　　　　 土（2 5  5 1）

22

02-08.indb   22 2019/02/28   20:20



３区は地 的には 湿地であり明確な遺構は 在しないが、弥生時代から中世にかけての遺物を

含む遺物 含 の 積が確認された。したがって、３区 に 当該時期の集落が がっていると

考えられる。

区は山 の平 地であり安定した 質土の地山が られる。調査により中世集落が確認された

が、遺構検出時に弥生時代から中世にかけての遺物が出土しており、 発に伴い当該時期の集

落が中世 で掘 を けたと考えられる。

20 図 図版 17

５棟を復元できた。い れ 東西棟の 模な建物である。柱穴埋土の遺物から、中世 世の

遺構と考えられる。

　主 82° の１間 ２間の建物であり、 行 5 4 （18 ）、 行 3 0 （10 ）の

模を 。柱穴埋土からは基本的に遺物が出土していない。

　主 90° の２間 ３間の建物であり、 行 5 0 （17 ）、 行 2 7 （ ）の

模を 。柱穴 49 埋土からは中世土器 が出土している。

　主 80° の１間 ２間の建物であり、 行 5 2 （17 ）、 行 2 7 （ ）の

23

18 図 図
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模を 。柱穴埋土からは基本的に遺物が出土していない。

　主 82° の２間 ２間の建物であり、 行 5 0 （17 ）、 行 2 7 （ ）の

模を 。柱穴埋土からは弥生 古墳時代土器 が出土している。

　主 90° の２間 ３間 の建物と推定される。 行4 2 （14 ） 上、 行2 6

（13 ） 上の 模を 。柱穴 56 埋土から 世陶器 が出土している。

26

21 図 図
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土坑は３基確認された。埋土にはい れ 弥生土器 が含まれるが、遺構の時期 定資料とな

る遺物とは考えに い。

　長 約 120 の、 約 100 、深さ 20 の土坑で、 面に２個の を える。 は

不明である。埋土には弥生土器 を含む。土 積 は 期間に埋 されたような で、基

本的に中世遺構と考えられる２区土坑 と することから、この土坑 中世遺構と される。

等は不明である。

柱穴 109 個が検出された。このうち数個には 石ないし 石が られた（ 17）。山 に

い 区北東部に いてはすでに掘 され、 れたと考えられる。

56　 に石を した、長 40 の柱穴である。 側に された石は約２ の 1 を す石皿を

した のである。

24 27 図

１は SD １から出土した 製石 である。２ ５は S １から出土した弥生土器の 部（２・３）

部（ ）、 口 部（５）である。 17 は SX １から出土した土器・土製品である。 ・ は

縄文土器、晩期 の深 口 部である。 11 は弥生土器 、12 は 、13 は 口 部 である。

28

23 図 56 図
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15 は高 部、16 は土製品 、17

は土製品陶 である。18 41 は SX １

から出土した石器である。18 20 は

製石 、21 23 は 製石 、24

26 は 製石 、27 33 は 石 、34

36 は石 、37 41 は 石である。

42 44 は遺構検出時に出土した資料で

ある。42 は 製石 、43 は石 、44

は 系 文青磁 で、13 世 代

である。

28 40 図

45 59 は SD １の下 から出土した

土器である。45 57は縄文土器である。

45 は大 の縄文土器深 である。口

部は 、 面を による

条 調整を す。58・59 は弥生土器

である。数量的には ないが、下 か

ら 弥生土器が出土している。

60 104 は SD １上 から出土した土

器・土製品である。60 62 は 条

文系の深 で、60・61 は 成前の

が られる。63 はほ の で、口

、その下に 面に

突帯、 に なミ が された

突帯文土器である。66 104 は弥生土

器・土製品である。66 81 は弥生土器

・ である。67 は口 面に２ の

突帯が される。

71 は の高 の可能性 ある。81

は 後に 部に突帯を 付ける。

82 は のミニチュアである。

83 100 は弥生土器 である。86 は

やや 部が 、 部から 中 下部

までの い に による 2

38

33 図 図 6
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区 を け、区 に山 文を す。92 は 部に重

文が され、93 とと に 料の 跡が る。94 は

部の 区 に を いて 文を す。100 は

推定口 48 、 部 63 を る大 である。101・

102 は 、103 は高 部上 、104 は土製品 である。

105 110 は SD １下 から出土した石器である。105

は 製石 で、 石である。106 109 は 製石

、110 は石 である。

111 168 は SD １上 から出土した石器である。111

125 は石 で、125 は 製、 は 製である。安山岩、

石、 板岩などが られる。126 128 は 器である。

129 138 は 製石 である。 で 可能な 岩が

多い。139 148 は 製石 である。145・148 は 平

石 、147 は柱 石 である。149 160 は石 で

ある。161 163 は 石、164 は 石、165・166 は石皿、

167 は石 で、 板岩製である。168 は 製石 の関部

である。170・171 は２区遺構検出で出土した。170 は

製石 、171 は滑石製の である。古墳時代後半の遺

物と られる。

172 185 は土坑西 出土の遺物である。172 は須恵器

。 が 著で、体部は 面が平 。173 はい る都城系の土師器皿と られるが、器面

の 落により 文等は確認できない。 関 の所在を すか。

土師器 ・皿・ 付皿（174 178）およ 白磁皿（179 181）・ 、青磁皿・ （182 184）、

陶器 （185）がある。 による あり。174 186 は 12 13 世 の遺物。 に関

る が 在した可能性を す。

186 は遺物 含 出土の瓦質土器 の 部 である。 文を する。15 世 の 土器

と られる。

187・188 は 18 19 世 の陶器・磁器で、187 は （長門深川）、188 は 白磁である。２区

土坑東 の時期の一 を す。

41 図

い れ 遺構に伴 ない。189は側 にそれ れ２か所の を 石。２区SD１出土品（38）

と同種遺物である。190 は 口。 が する。中世の に関 る遺物と られる。191 は備

前 。これら遺物は弥生時代前期 中世の遺構が３区付 に 在することを す。

44

39 図 図 12
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42 図

遺構から出土する遺物のほとんどは弥生土器の である。

192 195 は柱穴出品である。 した弥生土器（192 194）は器 が しており、遺構の時

期を すとは なせない。また、石皿 195 弥生時代前期の遺物であるが、柱穴の 石に

されていた。

196 201は遺構に伴 ない遺物である。弥生時代前期の 製石 ・石 に え、 世 の須恵器 、

13 世 の青磁 ・東播系須恵器 ・瓦質土器 がある。これら遺物は弥生時代前期 13 世 の遺

構が 区付 に 在すること、またはか て 在したことを す。

46

41 図 図

02-08.indb   46 2019/02/28   20:21



47

4
2
図

図

02-08.indb   47 2019/02/28   20:21



出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

2 24 18
1 区 S 1

北西
弥生土器 - 5 3 4 8)

やや

良
良

 10 3 1

白  10 7 1

3 24 18
1 区

S 1
弥生土器 - 6 0 4 8)

やや

良

やや

良

白  10 8 1

白  10 8 1

- 

-

4 24 18
1 区

S 1
弥生土器 - 5 3 -

やや

良
良

に い  10 7 4

に い  10 7 4 

不明

区 突、

5 24 18
1 区 S 1

北東
弥生土器 - 5 7 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

- 

-

6 24 18
1 区 SX1

下
縄文土器 深 - 2 2 -

やや

良
良

 10 2 1

に い  10 6 3

コ

口 帯上 、

、 文

口

7 24 18
1 区 SX1

下
縄文土器 深 - 7 8 -

やや

良
良

 10 4 2

  10 4 2

コ

口 下 帯
口

8 24 18
1 区 SX1

北
弥生土器 13 6) 7 0 -

やや

良
良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

不明

口 下 条

9 24 18
1 区 SX1

東下
弥生土器 - 20 1 -

やや

良

やや

良

 2 5 7 3

に い  2 5 6 3

ミ 、

ミ 、 文

による ・

文

10 24 18
1 区 SX1

西下
弥生土器 - 16 0 -

やや

良
良

明  10 6 6

 10 3 2

、 コ

による ・

文

11 24 18
1 区 SX1

区下
弥生土器 - 6 0 -

やや

良
良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

コミ

付突帯、 区

文

12 24 18
1 区 SX1

弥生土器 8 0 4 3 - 良 良
白  10 8 2

白  10 8 2 -

13 24 18
1 区 SX1

下
弥生土器 - 8 2 -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  10 5 3

不明

口 、 ２条

突文、

14 24 18
1 区 SX1

東下
弥生土器 - 6 1 - 良 良

 10 6 2

 10 6 2

コ

コ 、口 部

、口 下突 付

15 24 18
1 区 SX1

西上
弥生土器 高 - 8 2 -

やや

良

やや

良

に い  10 6 2

に い  10 6 2 タ

16 24 18
1 区 SX1

西上
土製品

 

3 3

高さ

0 9
- 良 不良

に い  7 5 6 3

に い  5 6 4

ほ

ほ

（ ）0 70

重さ 10 8

17 24 18
1 区 SX1

西 下
土製品 陶 - 4 0 -

やや

良

やや

良

に い  5 6 4

に い  5 6 4
２

44 27 18
1 区

遺構検出
青磁 - - - 良 良

リー  10 4 2

リー  10 4 2

- 

文

45 28 18
2 区 SD1

中 下
縄文土器 深 43 0 30 5 -

やや

良
良

 10 3 2

 10 4 2

条

条
口

46 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - 6 0 -

やや

良

やや

良

 10 2 1

 10 5 2

条 、

47 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - 5 7 - 良 不良

 2 5 4 1

に い  10 6 3

条

条 、 、
付突帯上

48 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - 4 4 -

やや

良
不良

 7 5 4 1

 10 3 1

条

条 、 付突帯上

49 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - 5 0 -

やや

良

やや

良

 10 2 1

に い  10 6 3

条 、

帯２条、
式か

50 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - - -

やや

良

に い  10 7 2      

 10 6 1 

条 、 部 ミ

条

口

口 部

51 28 19
2 区 SD1

側下
縄文土器 深 - 8 0  -

やや

良

やや

良

 10 2 1

 10 6 2

条 、

条 、 、口

部 帯

52 28 19

2 区

SD1

下

縄文土器 - 3 5 - 良 良
 10 2 1

 10 2 1

ミ

ミ

53 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 深 - 3 5 -

やや

良

やや

良

 10 2 1

 10 6 2 口 下 帯、
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出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

54 28 19
2 区 SD1

中 下
縄文土器 か - 3 1 - 良 良

 10 3 1

 2 5 3 1

ミ

ミ
口 部に突

55 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 か - 2 2 -

やや

良
不良

 2 5 3 1

 10 3 1

ミ

ミ
面に 物付

56 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器

部

16 8)
3 4 - 良 良

 2 5 4 1

 2 5 3 1

、 ミ

、 ミ

口 き 文

土器

57 28 19
2 区 SD1

下
縄文土器 か - 3 75 -

やや やや

良

 2 5 2 1

 10 5 2

条

条

58 28 19
2 区 SD1

北下
弥生土器 25 0) - -

やや やや

良

に い  7 5 5 3

に い  7 5 5 3

、 、

、

59 28 19
2 区 SD1

中 下
弥生土器 - - -

やや やや

良

に い  10 5 3

に い  10 5 3

、

、

60 29 19
2 区 SD1

上
縄文土器 深 - 5 5 - 良 不良

 2 5 2 1

 10 5 2

条 、

条

成前

61 29 19
2 区 SD1

上
縄文土器 深 - 5 1 - 良

やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

条 、

条 、 口 )
列文土器

62 29 19
2 区 SD1

北上
縄文土器 深 - 7 6 -

やや

良

やや

良

 10 3 2

 10 3 2

条 、

口 下 、 突帯、

平行 文

口

63 29 19
2 区 SD1

中 上
弥生土器 18 6 12 6 7 2

やや

良

やや

良

 10 5 2

 10 6 2

口 下 突帯、ミ

口 下 突帯、ミ
口

64 29 19
2 区 SD1

北上
弥生土器 （21 2） 12 1 -

やや
良

に い  10 7 3

 2 5 5 3

、 、

ミ

、 ミ

口 部と 部に

、調

65 29 19
2 区 SD1

中 上
縄文土器 深 - 3 0 - 良 良

に い  10 7 2

に い  10 7 4

条

条 、

66 29 19
2 区 SD1

上
弥生土器 13 2) 6 1 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

 7 5 4 1

、 ミ

、 、部 的

に条

口 と 部に

弥生 期 板付 に

当

67 29 19
2 区 SD1

上
弥生土器 21 2) 7 8 -

やや

良

やや

良

 10 6 2

 10 3 2

、

口 帯２条、 、

68 29 19

2 区

SD1

中 上

弥生土器 - 6 2 -
やや

良
良

 2

 10 3 2

条

条 、 、
一部 付

69 29 19

2 区

SD1

上

弥生土器 - 5 6 -
やや

良
 10 5 1

 7 5 4 1

、ミ

、ミ 、

70 29 19
2 区 SD1

上
弥生土器 - 6 2 - 不良

に い  10 7 3

に い  10 5 3

、

、

71 29 19
2 区 SD1

上
弥生土器 14 0) 5 7 -

やや
良

に い  10 7 2

 10 4 1

、 な 、

ミ

、

付

72 29 19
2 区 SD1

中 上
弥生土器 26 8 15 2 -

やや やや

良

に い  10 6 3

に い  10 6 3 、
調整不明

73 29 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 29 0 17 1 -

やや

良
良

に い  10 7 2

に い  10 5 3

、 な 面部 的に 化

物付

74 29 20
2 区 SD1

中 上
弥生土器 28 7 27 2 -

やや

良
良

に い  10 7 2

   10 5 2
面下部 付

75 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 （23 6） 21 3 -

やや

良
良

に い  10 7 2

 10 5 2

、 な

、

として

面 付

76 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 28 5 26 9 9 2

やや やや

良

に い  10 7 3

に い   7 5 6 3

、

口 、 、 面

77 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 29 2 24 4 -

やや やや

良

に い  10 5 3

に い  10 5 4

（ 明部 ）

（ 明部 ）

・ 面 化

不明

78 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 （20 2） 6 1 7 2 良

に い  7 5 7 3

に い  5 7 4

ほ

部

79 30 20
2 区 SD1

上
弥生土器 （26 1） 19 6 8 4

やや

良

やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 2

、 部 的 付

不明

80 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 24 4 14 8 -

やや

良

白  10 8 1

に い  10 7 2

、
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出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

81 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器 - 18 0 - 良

 10 6 2

 10 6 2

後突帯 付、

口 不明

82 30 20
2 区 SD1

北上
弥生土器

ミニチュ

ア土器

（ ）

（6 4） 8 15 3 6
やや やや

良

 2 5 2 1

 2 5 4 1

不定 向の

不定 向の 、

ミ

具による 、

、 ミ

83 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 （7 4） 12 6 4 8

やや

良

やや

不良

に い  10 6 3

に い  10 6 3

ミ

、 ミ

84 31 21
2 区 SD1

北上
弥生土器 - 5 7 -

やや

良
良

に い  10 7 2

 10 6 2

、ミ

、ミ

85 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 - 12 4 2 6 2

やや

良

やや

良

 2 5 7 2

に い  10 7 2 ミ

面 体に

部に

86 31 21
2 区 SD1

上
弥生土器 10 5 19 3 6 9

やや

良

やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、

ミ

87 31 21
2 区 SD1

北上
弥生土器 - 10 8 4 6)

やや

良

やや

良

 10 4 2

 10 4 2

88 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 - 5 55 6 0

やや
良

に い  10 7 2

 10 5 2

、 、

ミ 、 、
面

な り

89 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 - - 5 6)

やや

良
不良

 10 6 1

 10 3 1

、 ミ

、 ミ

90 31 21
2 区 SD1

北側 上
弥生土器 13 0 17 5 -

やや

良

やや

良

 7 5 7 6

 2 5 8 3

、

、 ミ

91 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 - - 6 5

やや

良

やや

良

に い  10 7 3

 10 6 2

ミ

、 ミ

92 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 16 4 27 8 7 8

やや やや

良

に い  10 7 2

白  10 8 2

、 、 ミ

ミ 、 文 重

文 )

面 跡

93 31 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 16 7) 28 6 8 8

やや
不良

 10 4 1

 10 4 1

、ミ 、

、ミ 、

２条

面に

94 31 21

2 区

SD1

北上

弥生土器 - 29 0 7 6
やや

良

やや

良

 5 6 1

白  10 7 2

ミ

、 ミ 、

文

95 32 21
2 区 SD1

北上
弥生土器 （16 4） 9 9 -

やや

良

やや

良

明  7 5 7 2

に い  10 7 2

のた 不明

のた 不明

96 32 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 19 8 15 2 -

やや

良

やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

不明

不明

97 32 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 20 6 14 7 - 良 良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、ミ

ミ

98 32 21
2 区 SD1

北上
弥生土器 24 0) 18 0 - 良

やや

良

 10 3 1

 10 3 1

、ミ

、ミ

99 32 21
2 区 SD1

北上
弥生土器 - 19 6 （10 6）

やや

良

やや

良

 2 5 6 2

 2 5 7 2

ミ

ミ
側 落調整不明

100 32 22
2 区 SD1

中 上
弥生土器 48 0) 31 5 -

やや

良

やや

良

に い  10 6 3

に い  10 6 4

ミ

ミ 、  

101 32 21
2 区 SD1

中 上
弥生土器 18 8 12 2 7 2

やや

良

やや

良

 10 5 2

 10 6 2

、ミ

ミ

102 32 22
2 区 SD1

中 上
弥生土器 15 4 9 6 7 2

やや

良

やや

良

 10 4 2

 10 4 2

ミ

ミ

103 32 22
2 区 SD1

上
弥生土器 高

れ

4 7
4 2 -

やや やや

良

 2 5 7 2

 10 3 1

、 ミ

、 ミ 、
れ部突帯に

い 文

104 32 22
2 区 SD1

中 上
土製品

上面

4 0

高さ

1 0

大

4 5

やや やや

良

に い  5 5 3

に い  5 5 3

不明

不明

0 6

重さ 20 9

169 39 22
2 区 S 1

東
縄文土器 深 - 5 5 -

やや

良

やや

良

 10 3 2

に い  10 4 3 条 、

172 40 22
2 区

S 42
須恵器 - 8 1 - 良 良

白  10 8 1

リー  10 4 2

- 

部山 文

173 40 22
2 区

S 16
土師器 皿 19 0 2 4 15 5 良 良

明  10 6 6

明  10 6 6

口

部 ズリ

50

02-08.indb   50 2019/02/28   20:21



出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

174 40 22
2 区

S 36
土師器 - - 6 4) 不良

白  2 5 8 2

白  2 5 8 2 )

175 40 22
2 区 S 18

北半下
土師器 皿 7 7) 1 2 6 0)

やや やや

良

 10 8 4

 10 8 4 、 り

176 40 22
2 区

S 40
土師器 付皿 - - 5 9)

やや
不良

白  10 8 2

白  10 8 2

不明

不明
器面 落

177 40 22
2 区

S 23
土師器

皿 

付皿 )
- - 6 4)

やや やや

良

白  2 5 8 2

白  2 5 8 2 、 り

178 40 22
2 区

S 35
土師器 付皿 - - 8 7)

やや やや

良

白  2 5 8 2

白  2 5 8 2 、 り

179 40 22
2 区

S 32
白磁 皿 9 7) - -

やや
良

土 白  8

白  2 5 8 1
、

ズリ

180 40 22
2 区 S 18

北半下
白磁 15 5) - -

やや
良

土 白  8

白  10 8 1
、

ズリ

181 40 22
2 区

S 19
白磁 15 0) - -

やや
良

土 白  8

白  7 5 7 1
、

ズリ

182 40 22
2 区 S 17

北東
青磁 皿 - - 4 9)

やや

良
良

土 白  7

リー  

7 5 6 2
ズリ

同安 系

183 40 22
2 区

S 44
青磁 - - 4 4)

やや
良

土 白  8

リー  

7 5 6 2

、

ズリ

同安 系

184 40 22
2 区

S 24
青磁 16 1) - -

やや

良
良

土 白  8

リー

2 5 6 1

、

ズリ

同安 系

185 40 22
2 区

S 38
陶器 - - -

やや

良
良

土 明  

7 5 7 1

 2 5 7 2

、

ズリ

186 40 22
2 区

遺物 含
瓦質土器 - 6 3 31 0 良 良

 10 3 2

 10 3 2 タン 文

187 40 22
2 区

S 62

陶器

)
- - 3 6

やや
良

土 に い  

10 6 4

明 白  

7 5 8 1

、

ズリ

188 40 22
2 区

S 47
白磁 口 - - 4 1) 良 良

土 白  5 8 1

白  7 5 8 1
か

190 41 22
3 区

遺物 含
土製品 口

2 5)

長

9 4
-

やや やや

良

 7 5 8 6

白  2 5 7 1

191 41 22
3 区

面 集
陶器 - - -

やや
良

 5 6 1

 5 6 1 、不調整
備前

192 42 23
4 区

S 53
弥生土器 - - -

やや やや

良

白  10 8 1

 3

193 42 23
4 区

S 53
弥生土器 - - -

やや やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、

ミ

194 42 23
4 区

S 72
弥生土器 - - -

やや
不良

白  2 5 8 1

白  2 5 8 2

198 42 23
4 区

遺物 含
須恵器 - 3 2

高

9 6)

やや

良

やや

良

 4

リー  

2 5 4 1

、

り

199 42 23
4 区

遺物 含
青磁 - - -

やや
良

土  6

リー  

5 6 1
、 ズリ

文

200 42 23
4 区

土
須恵器 - - -

やや
良

青  5 6 1

青  5 6 1

201 42 23
4 区

土
瓦質土器 20 8) - -

やや

良

やや

良

 5

 5

、

、
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出土場所 器種

量 )
重さ

)
石 ・ 料 備考長さ  さ

89 1 24 23
1 区

SD1
製石 1 6 1 3 0 35 0 4 安山岩

88 18 25 23

1 区 SX1

セ シ ン

下

製石 1 7 1 7 0 3 0 7 安山岩

87 19 25 23
1 区 SX1

北東上
製石 1 7 1 4 0 35 0 7 安山岩

90 20 25 23
1 区 SX1

北東上
製石 2 35 1 55 0 3 0 8 安山岩 調整は

124 21 25 23

1 区 SX1

西土器 中

上

製石 11 3 5 8 1 8 128 岩

107 22 25 23
1 区 SX1

西上
製石 16 5 8 2 2 5 355 岩

71 23 25 23
1 区 SX1

西土器 中

製石

製品 )
15 3 7 0 2 1 291 岩 製品

96 24 25 23
1 区 SX1

西 下
製石 10 3 5 7 3 5 321 岩

98 25 25 23
1 区 SX1

西上
製石 6 6 4 1 1 2 49 2 岩か

94 26 25 23
1 区 SX1

上
製石 10 5 5 5 3 4 280 岩 基部に す　 部 のた の整

91 27 26 23
1 区 SX1

北西上
石 6 1 5 9 1 9 104 2 岩

119 28 26 23
1 区 SX1

西上
石 7 8 7 0 1 9 148 岩

120 29 26 23
1 区 SX1

西上
石 6 8 6 1 1 6 101

岩または

岩

73 30 26 23
1 区 SX1

西側土器 中
石 8 1 6 7 3 0 220 岩

95 31 26 23
1 区 SX1

北東上
石 8 6 6 5 1 8 159 岩

240 32 26 23
1 区 SX1

北東下
石 10 0 6 9 2 2 199

岩または

岩

66 33 26 23
1 区 SX1

下
石 8 4 8 2 1 7 168 岩

97 34 27 23
1 区 SX1

下
石 10 7 8 2 1 3 137 岩 なし　 面に による

332 35 27 23
１区 SX1

北上
石 - -

大

0 7
34 板岩

面の 　口 )0 45

333 36 27 23
1 区 SX1

下
石 - -

大

0 6
44 板岩 口 )0 6 　 面２か所に 跡　

111 37 27 24
1 区 SX1

西 下
石 7 8 7 1 5 3 424 岩

104 38 27 24
1 区 SX1

西上
石 13 4 4 5 3 2 350 岩 か所に

106 39 27 24
1 区 SX1

西 下
石 13 1 6 0 3 1 402 岩 か所に

61 40 27 24
1 区 SX1

下
石 10 45 9 8 4 75 796 岩

108 41 27 24
1 区 SX1

西 下
石 25 0 9 8 4 3 861 岩

30 42 27 24
1 区

遺構検出上
製石 7 0 3 8 1 0 45 7 岩 す

20 43 27 24
1 区

遺構検出
石 5 4 5 3 0 6 25 4 岩

60 105 33 24
2 区 SD1

中 下
製石 3 2 1 3 0 35 1 0 石 石

40 106 33 24
2 区 SD1

下
製石 11 3 5 6 1 3 94 1 岩

41 107 33 24
2 区 SD1

側下
製石 12 8 6 1 1 3 146 9 岩

2 108 33 24
2 区 SD1

中 下
製石 12 4 6 9 1 8 160 岩

3 109 33 24
2 区 SD1

中 下
製石 15 0 6 8 2 0 230 岩
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出土場所 器種

量 )
重さ

)
石 ・ 料 備考長さ  さ

113 110 33 24
2 区 SD1

中 下
石 7 1 6 0 1 5 96 岩

115 111 34 24
2 区 SD1

上
製石 1 3 1 2 0 3 0 3 安山岩

15 112 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 1 3 1 3 0 35 0 6 安山岩

77 113 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 1 7 1 6 0 4 0 7 安山岩

14 114 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 1 9 1 5 0 3 0 4 安山岩

85 115 34 24
2 区 SD1

上
製石 1 4 1 6 0 28 0 3 安山岩

128 116 34 24
2 区 SD1

上
製石 1 3 1 8 0 2 0 4 安山岩

84 117 34 24
2 区 SD1

上
製石 2 1 1 9 0 5 1 1 安山岩

116 118 34 24
2 区 SD1

上
製石 2 2 1 8 0 3 1 5 安山岩

28 119 34 24
2 区 SD1

上
製石 2 5 1 8 0 4 1 3 石 石

75 120 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 2 5 2 2 0 45 2 2 安山岩

18 121 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 3 0 2 4 0 6 2 5 安山岩

1 122 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 3 0 2 6 0 6 4 3 安山岩

117 123 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 3 8 1 8 0 3 2 3 安山岩

7 124 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 4 2 2 2 0 7 6 0 安山岩

13 125 34 24
2 区 SD1

中 上
製石 5 1 2 0 0 6 6 6 板岩

127 126 34 24
2 区 SD1

中 上
器 7 9 6 5 1 6 80 安山岩

126 127 34 24
2 区 SD1

中 上
器 8 1 7 3 2 2 155 安山岩

125 128 34 24
2 区 SD1

中 上
器 7 2 5 6 1 2 63 安山岩

123 129 35 25
2 区 SD1

側上
製石 11 5 6 3 1 2 105 岩

92 130 35 25
2 区 SD1

北上
製石 11 6 5 3 1 7 126 岩 あり

93 131 35 25
2 区 SD1

中 上
製石 12 2 5 2 0 8 83 3 岩 あり

79 132 35 25
2 区 SD1

上
製石 14 4 6 6 2 0 209 岩

121 133 35 25
2 区 SD1

中 上
製石 12 1 6 0 1 3 91 岩

86 134 35 25
2 区 SD1

中 上
製石 15 7 6 2 1 9 243 岩 あり

46 135 35 25
2 区 SD1

北上
製石器 19 2 9 4 2 3 585 岩

334 136 35 25
2 区 SD1

中 上
製石 17 8

大

11 6

大

2 7
495 岩

122 137 35 25
2 区 SD1

中 上
製石 11 8 6 5 1 8 160 岩

155 138 35 25
2 区 SD1

北側上
製石 15 8 11 7 2 3 698 岩

23 139 36 25
2 区 SD1

中 上
製石 8 5 4 4 1 25 77 8 基性 岩

112 140 36 25
2 区 SD1

上
製石 9 1 4 8 1 8 84 岩

19 141 36 25
2 区 SD1

中 上
製石 15 3 6 4 - 306 基性 岩

17 142 36 25
2 区 SD1

中 上
製石 10 5 4 8 2 3 163 基性 岩

63 143 36 25
2 区 SD1

北上
製石 9 2 4 4 3 0 206 岩
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出土場所 器種

量 )
重さ

)
石 ・ 料 備考長さ  さ

12 144 36 25
2 区 SD1

中 上
製石 12 1  6 8 4 35 594 岩

16 145 36 25
2 区 SD1

北上

製石

（ 平

石 ）

11 9 4 2 2 8 211 岩

38 146 36 25
2 区 SD1

中 上
製石 10 0 2 1 3 2 111 7 岩

10 147 36 25
2 区 SD1

北上

製石

（柱

石 ）

9 2 3 1 2 2 111 5 岩

101 148 36 25
2 区 SD1

中 上

製石

（ 平

石 ）

4 7 4 1 1 2 40 5 岩

25 149 37 26
2 区 SD1

中 上
石 6 7 5 3 1 6 82 5 岩

100 150 37 26
2 区 SD1

中 上
石 8 2 4 4 2 2 126 岩

99 151 37 26
2 区 SD1

北側上
石 9 1 6 6 2 2 157 岩

114 152 37 26
2 区 SD1

側上
石 7 9 7 4 1 7 140 岩

29 153 37 26
2 区 SD1

中 上
石 6 9 5 6 2 3 110 5 岩

31 154 37 26
2 区 SD1

上
石 7 3 6 8 1 4 97 2 岩

33 155 37 26
2 区 SD1

上
石 8 7 6 7 1 6 94 5 岩

32 156 37 26
2 区 SD1

上
石 7 8 6 8 2 0 144 岩

81 157 37 26
2 区 SD1

中 上
石 10 0 5 6 2 3 218 岩

105 158 37 26
2 区 SD1

北側上
石 6 5 6 5 2 0 99 岩

24 159 37 26
2 区 SD1

上
石 8 7 7 4 2 0 171 岩

49 160 37 26
2 区 SD1

中 上
石 8 1 7 9 2 6 236 岩

110 161 38 25
2 区 SD1

中 上
石 9 8 7 3 6 1 650 安山岩

22 162 38 25
2 区 SD1

中 上
石 11 3 10 0 4 4 941 岩

109 163 38 25
2 区 SD1

中 上
石 9 4 8 3 4 2 518 岩 に

27 164 38 25
2 区 SD1

上
石 11 4 11 0 4 0 758 岩

34 165 38 26
2 区 SD1

上
石皿 18 0 9 9 4 7 1075 岩

36 166 38 26
2 区 SD1

上
石皿 20 3 22 5 6 3 4000 岩

9 167 39 26
2 区 SD1

中 上
石 4 1 5 0 0 5 18 5 岩

118 168 39 26
2 区 SD1

上
製石 7 5 - - 18 9 板岩 関部

4 170 40 26
2 区

遺構検出 
製石 1 0 1 2 0 2 0 1 安山岩

335 171 40 26
2 区

遺構検出 
3 1

大

1 2

大

1 0
6 滑石 SD1 西 付 から出土

318 189 41 26
3 区

遺構検出 
石 18 4 10 1 5 5 1140 岩

320 195 42 26
4 区

S 56
石皿 27 0 16 3 8 2 5000 岩

330 196 42 26
4 区

遺構検出 
製石 9 3 5 6 0 7 65 岩

328 197 42 26
4 区

遺構検出 
石 5 9 4 8 1 5 67 岩
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本郷遺跡は本郷 地の中 東側に立地し、北から に る の 部、 高約 25 5

24 0 の平 面に所在する。調査区は 箇所に かれることから、それ れ東から１ 区と

している。

の調査では１区では遺物 含 、２区では古墳時代中・後期の遺構である柱穴列３条、土坑

18 基、柱穴約 210 個、その の遺構１基を確認した。３区は中 に湿地が検出され、湿地西 の東

西２ り、 北約５ の に土師器・須恵器等・ミニチュア土器等の集中出土 が確認された

ことから、祭祀跡と した。 区では２条の溝、土坑１基、柱穴２個が調査された。

検出した古墳時代の遺構からは、須恵器、土師器が数多 出土している。なかで ３区の祭祀跡

からはミニチュア土器の ・ ・ ・高 等が多数出土している。その に 、調査区 から、

奈良・平安時代から中世の、須恵器、土師器、青磁、白磁、瓦質土器など多 の遺物が出土している。

1 区は山 の 面であり、調査区北部では 大に伴うと られる を多 含む 土が１

積していた。 土下には遺物 含 の い 積が られる のの、明確な遺構は検出され
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43 図 図

02-08.indb   55 2019/02/28   20:21



56

4
4
図

図

02-08.indb   56 2019/02/28   20:21



なかった。遺構面の 高は約 25 である。調査区の東部に いては２か所にト ンチを 定して掘

り 、下 遺構が 在しないことを確認した。

遺物 含 は古墳時代から中世にかけての遺物が含まれるが、大半は であり 可能な遺

物は須恵器の である（第 56 ）。これら須恵器は奈良時代 の のであることから、 後の

にこの時代の遺構が 在することを している。

２区は１区と同 に山 の 面であり、 い遺物 含 の下から安定した地山面が検出できた。

この地山面を遺構面として、古墳時代中・後期の遺構が 的良好な で されていた。遺構は

調査区中 部北側に であり、土坑 18 基、柱穴約 210 個、柱列３条、その の遺構１基を確認した。

なお、遺構は柱穴主体であるが建物跡を復元することはできなかった。遺構面の 高は１区と同

の 24 25 である。

遺物 含 およ 遺構からの遺物出土量は 的多 、５ 世 の土師器・須恵器を主体に、

祭祀遺物であるミニチュア土器、滑石製 出土した。また、 の土器を埋 した柱穴、須恵

器平 ・ を集石下に埋 した土坑などの祭祀行 を 定させる遺構の 在 される。

柱穴 西半部で東西 向の柱列跡３条が確認された。埋土から出土した土器 から、 世 の遺

構と考えられる。３条と 平な地点に構 されており、このうち２条（S １・２）はほ 長

上に し、 の１条（S ３）は前２者とは３ の間 を 。

46 図 図版 31 　 長 3 1 、 90° の柱列跡で、柱間 は西から 1 4 、1 7

である。柱穴は長 50 70 でい れ 掘りとする。柱は 10 と推定され、 深

の S 62 では で遺構面から約 70 掘り まれている。柱穴 深部の 高 は 大で 15 に

収まっている。

S 62 から 世 代と られる土師器 が出土している。

46 図 図版 31 　 長 5 5 、 89° の柱列跡で、柱間 は西から 1 9 、1 8 、

1 7 であるた。柱穴は長 50 100 で S 60 は 掘りとする。柱は 10 と推定され、

深のS 61では で遺構面から約85 掘り む。柱穴 深部の 高 は 大で20 に収まっ

ている。

S 16 から 世 代と られる土器が出土している。

その 関 およ 主 の一 から、S １と S ２は一 の遺構である可能性を し、その

場 は 長 10 3 の 模となる。

46 図 図版 31 　 長 5 9 、 79° の柱列跡で、S １・２とは主 向が

かに なる。柱間 は西から 2 0 、1 9 、2 0 である。柱穴は長 50 115 と不 い

であるがい れ 掘りとする。柱は 10 20 と推定され、 深の S 13 では で遺

構面から約 50 掘り む。柱穴 深部の 高 はほとんどない。

S 12・S 14 埋土から 世 後半の須恵器 が出土している。また、S 14 埋土からはミニチュア土
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器 が出土している。

土坑は 18 基確認され、埋土に含まれる土器 から大半は 世 代の遺構と考えられる。

46 図 図版 31 　長 1 1 の い土坑であるが、 面に を えており、埋土に

ミニチュア土器を含むた。

なお、土坑として記録した ののうちのい かに いては、その 等から柱穴として った

のが含まれている。

48 図

約 210 個が 的 な で し、埋土に含まれる土師器・須恵器から、５ 世 の遺構と

考えられる。これらのうち、特 的な遺物出土 を す のに いて する。

87　ほ の５世 代の土師器 （第 57 212・ 33）が に埋 されていた。土器は

面に 、 面下 に 化物が付 しており、 事に されたことが明確である。発掘調査時に土

器 に 間が 在したことから、本 は な で 等を いて されて埋 されたと考え

られる。土器 の土を したが遺物・ 等は発 できなかった。

54　 面に して土師器 が出土した（ 32）。原 を は一部にとどまるが、埋土

中には２個体 （第 57 213・214）が含まれており、214 に いてはほ に復元できた。い

れ 面に が付 する。213 が S 44 出土の土器 と することが確認できたことから、S 54 と

S 44 は同時期の遺構と される。

43　埋土中からやや大きな土師器 体部 が出土した（第 48 、 34）。25 20 の大きさ

があり柱穴中 の埋土中 から 面側を上に向けて 平な で出土したことから 的な埋 が

定される。　

44 　埋土中からやや大きな土師器 体部 が出土した。口 部およ 部を であるが、

20 の大きさがあり柱穴中 の埋土中 から出土したことから 的な埋 が 定される。

S 43 と なり、 面を上に向けている。なお、S 44 出土の土器 は S 54 出土土器（第 57 213）

と した。

52 48 図 図版 33 　S ２を構成する柱穴の と であり、２ の 1 を す須恵器 （第

59 225）が 面に埋 されていた。 面には須恵器 に伴って 不明の 50 の が出土し

た。なお、埋土からは別個体の須恵器 口 部（第 59 224）が出土したが、これ に須恵器

はほとんど出土していない。

上に した柱穴５個は半 ２ の い に しており、 の地点に同 の柱穴が集

中する 向は られない。そして土器の特 から５世 代の S 87 S 54・44 S 43・52 という構

が 定されることから、この地点が半世 上に たる特定祭祀 間であった可能性が で

きる。

100 図版 33 　柱穴埋土中から須恵器皿 部が出土した。口 部 体部を が 部は する

ことから、 的な ち き、埋 が 定される。

上記の柱穴 に 、S １・S 67 はその埋土からミニチュア土器（第 57 206・207）が出土し
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ている。

49 図 図版 34

　長 2 3 、 1 5 、 大深さ 0 4 の

土坑であり、北半部に を る。埋土は

質土の である。 は遺跡 で 可能な

岩が主体で、大きさは 大の のから、 大で

40 30 で さ 15 の のまでを含む。

の集積北東部から須恵器 の大 （第 59

228）が 面を上に向けて 平な で出土した。こ

の出土 は の一部の柱穴（S 43・S 44）で

られる大 土器 埋 に する。

検出時、 は 的な積 上 、 等をう

かが せる を していなかったが、これらを

する で、 中およ その下 に須恵器 およ 平 が埋 されたていることが 明し

た。 （第 59 226）はほ 品で 平・上向きに埋 され、その出土 は須恵器 の

下に当たる。一 、平 （第 59 227）は口 部を ち かれた で、 面を上に向けて土坑

面に して埋 されていた。須恵器はい れ 世 後半の資料である。なお、埋土中からは平

の口 部 を発 することはできなかった。

本遺構から出土した３個体の須恵器は、 大 の 平埋 、 品の 平埋 、口 部

ち きを行なった平 の 埋 という３ のあり を せており、同一遺構でこれが確認され

た点 す きであ う。具体的な行 は不明であるが、須恵器の特 な出土 から、この遺

構が らかの祭祀行 に関 る のとであることは明らかであ う。なお、い れの須恵器から

入物等は確認されなかった。
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３区は中 に湿地、東 に が 在する のの、これを いた には 的安定した 質土

の地山が確認できるが、地山を掘り ん 遺構は検出されなかった。その一 、湿地埋土から

的多 の遺物が出土することが事前に されており、調査によってこれら遺物が古墳時代の祭祀

に伴う のであることが 明した。

湿地は東西 約 20 で、調査前の でこの部 は の著しい湿 であった。このた 多 の

が に され、調査期間中 が えなかった。

51 53 図 図版 35 37

湿地西 の東西２ り、 北約５ の に土師器・須恵器等・ミニチュア土器等の集中出土

が確認され、祭祀跡と された。遺物は に で たされた 質土中にあるた 掘り は

な作 となり、出土 を 確に記録できた個体は 60 点 となった（第 52・53 ）。

出土遺物の主体となるのはミニチュア土器であり、 ・ ・ ・高 等が られ、

が 上を る。なお、268、281 は入れ の で出土している。 を含 た 数は 120 点

を え、このうち 50 点 りに いて出土 を記録できた。ミニチュア土器 には土師器 ・ ・

・高 、須恵器 ・ 、滑石製 ・ 出土している。滑石製 はミニチュア土器 部か

ら発 された のであり、276 から 点、268 から１点出土している。 の 入遺物を含むと考え

られ、遺 の良好な土器から すれ ５世 後 世前 の遺物 と えることができよ

う。
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出土遺物は基本的に した であり、その場に え かれた のはない。特に中・大 土器

は されて を したような で出土した。これに え、土器の向きに 一性がな 、

器種ごとのまとまり られないことから、これら遺物は湿地 にある祭場から れて され

た のと考えられる。

なお、湿地東半部から ミニチュア土器が出土することから、祭祀は 数地点で行な れている

可能性がある（第 51 ）。

区には と られる２条の溝が 在し、２区に する東 部の に明確な遺構が ら

れる。東 部 では出土遺物は土師器 がほとんどであり、 化可能な個体は発 できなかっ

た。

溝 の遺構としては土坑１基、柱穴２個の が確認された。

54 図 図版 38

　 10 14 、深さ約50 の であり、３区に られる湿地の40 に当たる。西 に っ

て 列が られるが、３区祭祀跡で られるような遺物はまった 発 できなかった。埋土に遺物

をほとんど含まないた 時期は不明である。

　 11 、深さ約 40 の であり、３区東 に られる の下 に当たる。埋土に

板 を含む のの、土器等をほとんど含まないた 時期は不明である。

55 図 図版 38

　長 85 の い土坑で、埋土に土師器 を含む。土器は を集 たような で出

土し、 的埋 を す のとは考えられない。 世 の遺構と考えられる。

55 図 図版 38

　長 40 の 坑で、中 部の埋土中に 20 の土師器 を含む。２区 S 43 に
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1 56 図

遺物 含 から土師器・須恵器の が主に出土したが、 化可能な資料は られる。

第 56 は１区　出土の須恵器である。202 は 世 の 、203 205 は 世 の ・皿である。

57 60 図

柱穴・土坑ほかから５ 世 を中心とする時期の遺物が多 出土した。

第 57 59 は遺構出土遺物である。206 208 は土師器ミニチュア土器であり、柱穴・土坑か

らおのおの で出土した。206 214 は ５世 の土師器である。212 は 品であり、 面に

が付 し、 面下 に 化物が られる。213・214 は S 54 からの 伴遺物であり、213 は S 44

出土の と した。

215 219 は 世 の土師器である。215 は 元 成不良の須恵器の可能性がある。

220 228 は 世 の須恵器である。220・221 は S 18 出土であるが、221 に いては で出土し、

土坑 出土 と した資料である。224・225 は S 52 出土の須恵器である。224 は埋土中から、

225 は柱穴 面から出土した。い れ タタ 成 であるが、 面には 224 は平行タタ 、225 は

タタ 跡を す。226 228 は祭祀に関 る遺構と られる SX １から出土した。 226 はほ

品であり、 131 はほ 品であり、平 227 は口 部を う のの体部は する。

229 は S 100 出土の 成不良の皿であり、 部が する。 世 の遺物である。

第 60 は遺構に伴 ない遺物である。230 は弥生土器 であり、口 部には と 行 文

が される。231 は須恵器 であり 面と タタ 跡を す。232 の須恵器は が遺 しないが

器 から と した。233 は滑石製 であり、 な りである。

61 66 図

祭祀跡を主体に古墳時代後半期の遺物が多 出土した。

第 61 64 は祭祀跡とその から出土した遺物である。234 245 は土師器であり、 ・ ・

・高 がある。234 は体部の一部を いており の を確認できないが、器 から である可

能性が高い。 239・240 はと に となって していたが、239 は 、240 は

まで できた。 241・242 は 部 面を りする。高 は 部と 部が した個体がな 、

部を り る行 が 定される。

246 251 は須恵器であり、 ・ ・ がある。247 は陶 47 行期（５世 後

世 前 ）の である。口 部を った で出土し、 部 が した。246・247 は し

ないが、同一個体と られる。 133 は 面に、134 は 面に 記号を 。須恵器 ・

（248 251）に いては 世 後半の遺物であることから、 の遺物との 伴性はない。

252 295 は土師器のミニチュア土器であり、 （252 256）・ （257）・ （258

し、祭祀行 をうかが せる遺構である。同遺構とは 15 の であることから、一 の

祭祀 間を構成していた可能性がある。 世 の遺構と考えられる。

　長 50 りの 坑で、 面から土師器 が出土しており、２区柱穴における出土

と する。 世 の遺構と考えられる。
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56 図 図

291）・高 （292 294）・その （295）がある。さらに には体部が の の（252・253）

と の の（254 256）がある。 には器高の い の（258 261）、 面が に い の（262

272）、口 部を させる の（273 281）、口 部を る の（282 286）、 体

が に い の（287 291）がある。295 は 器の を模した のであ うか。なお、268・284

は入れ の で出土し、268 中には滑石製 1 点（297）が収 られていた。ミニチュア土器に

は で な りの のが多 、 面には の 条を す のが大半である。252 は

的に な りとなっている。３区からは祭祀跡を含 、 数 130 点 りのミニチュア土器

が出土している。

第64 は滑石製品である。296は 、297 301は （ ）で、い れ した石 を いる。

297 はミニチュア土器 268・284 部に、298 301 はミニチュア土器 276 部に られていた。

第 65・66 は遺構検出等で発 された遺物であり、祭祀跡に伴う のではない。302 304 は古

代（10 11 世 ）の土器である。302 は 面の に が られる 陶器 、303・304 は土師

器 である。3053 314 は中世（12 13 世 ）の土器類である。土師器皿・ ・ 付 （305

307）、白磁 （308 311）、青磁 （312）、東播系須恵器 （313）、 滑 （314）がある。315

317 は中世の であり、315・316 は長門西部に多 られる 14 世 の土師器 、317 は 15 16

世 の瓦質 である。特に中世 において 地の陶磁器が 入されていることが される。

318 321 は祭祀遺物である。318 は 、319 は のミニチュア土器であり、滑石製 （320・

321）は 318 部に収 られていた。

67 図

２条ある溝からは 化可能な遺物は出土していないた 、 できるのは調査区東 の遺構か

らの出土品である。第 67 は５ 世 の土師器 であり、土坑およ 柱穴から出土した。323

に いては柱穴 S １埋土中 に 平に埋 されており、２区柱穴遺物との 性が られる。

68 図

325・326 は 瓦の瓦当部である。325 は中 が しているた 文 は不明で などは確

認できない。中 の 約 5 を る。 区は推定 約 16 で、 が認 られる。 に重 部

が認 られ、造りはやや い。 は 14 16 と推定される。 区 に 区との 跡が

かに確認できるた 区を と推定されるが、 区は せ 文 は不明である。326 は中

文 が のた 不明であるが、 区 ・ 区に 文が されることから、中心に 文

が される のと推定される。 区 の 文は 、 区の 文は の の られ、 的

な文 である。327・328 は 瓦 部 である。329 332 は平瓦である。329・330・332 は縄 タ

タ 、 が られる。
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57 図 図 1
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58 図 図 2
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59 図 図 3
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60 図 図 4

61 図 図 1
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62 図 図 2
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63 図 図 3
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65 図 図 5

64 図 図 4
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66 図 図 6

67 図 図
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68 図 図

02-08.indb   80 2019/02/28   20:21



81

出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

202 56 40
1 区 西側

遺構検出
須恵器 12 0) 4 0 -

やや

良

やや

良

 6 1

 5 1

、当具

、平行タタ

203 56 40
1 区

ト ンチ
須恵器 - - 10 0)

やや

良

やや

良

リー  2 5 6 1

リー  2 5 6 1
部 面に板

204 56 40
1 区 西側

遺構検出
須恵器 - 2 2 7 6)

やや

良
良

青  10 6 1

青  10 5 1
、 ズ

リ

205 56 40
1 区

ト ンチ
須恵器 皿 14 6) 2 0 - 良

やや

良

 7 5 5 1

 7 5 5 1
、 ズ

リ、

206 57 40
2 区

S 1
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 0 4 5 3 5 -

やや
不良

 5 7 8

 5 8 4

、 上

、

207 57 40
2 区

S 67
土師器

ミニチュア土器

)
6 1) 3 3 -

やや
不良

明  5 5 8

明  5 5 6

、 上

、 落 )

208 57 40
2 区 S 1

上
土師器

ミニチュア土器

高 )
5 7 5 0 4 5

やや やや

良

に い  10 6 3

に い  10 6 3

、

、

209 57 40
2 区

S 12
土師器 13 0) 4 5 -

やや やや

良

 2 5 7 3

 2 5 7 3
、 い 、

ズリ

210 57 40
2 区

S 40
土師器 高 16 3) - -

やや

良

やや

良

に い  10 7 3

に い  7 5 7 4

、

、 、 い

211 57 40
2 区

S 5
土師器 高 14 8) - -

やや やや

良

白  7 5 8 2

白  7 5 8 2

、 、 ズ

リ 

、

212 57 40
2 区

S 87
土師器 19 3 28 5 -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

ズリ、

、
面に 化物付

213 57 40
2 区

S 54
土師器 14 4 - -

やや やや

良

白  2 5 8 2

に い  10 7 3

、 ズリ

、

S 44 出土 と

214 57 40
2 区

S 54
土師器 16 4 26 4 -

やや

良

やや

良

 10 8 3

 10 8 3

、 ズリ

、

215 58 41
2 区

S 67
土師器 19 3) - - 良

やや

良

 5 7 8

 5 7 8

須恵器の

か

216 58 41
2 区

S 43
土師器 - - -

やや やや

良

 5 7 8

 5 7 8

、 、

ズリ

、

217 58 41
2 区

S 16
土師器 11 7) - -

やや やや

良

に い  7 5 7 3

に い  7 5 7 3

、 、 ズ

リ 

、

218 58 41
2 区

S 20
土師器 14 4) - -

やや

良

やや

良

 5 7 6

に い  5 7 4

、 ズリ

、 、 ズ

リ

219 58 41
2 区

S 21
土師器 15 9) 22 2 -

やや やや

良

白  7 5 8 2

白  7 5 8 2

、 ズリ

、

220 58 41
2 区

S 18
須恵器 12 6 2 8 - 良

やや

良

青  5 5 1

 10 5 1
、 ズ

リ

221 58 41
2 区

S 18
須恵器 14 1) 20 8 -

やや

良 
良

 6

 6

タタ 同心 )、

タタ 平行 )、 、

222 58 41
2 区

S 2
須恵器 13 0 3 4 -

やや

良

やや

良

 7 5 6 1

 7 5 6 1
、 ズ

リ

223 58 41
2 区

S 11
須恵器 17 8) - -

やや
良

 5

 4

224 59 42
2 区

S 52
須恵器 15 6 10 0 -

やや

良
良

 6 1

 7 5 4 1

、当具

、平行タタ

225 59 42
2 区

S 52
須恵器 - 27 5 -

やや

良

やや

良

 6 1

リー  7 5 6 2

タタ による当具

、タタ 、

226 59 42
2 区

SX1
須恵器 10 0 3 3 -

やや

良
良

 7 5 6 1

 7 5 5 1

、

、 ズ

リ、

227 59 42
2 区

SX1
須恵器 平 -

体部高

9 5
8 5

やや

良
良

 5

リー  10 3 1
、 ズ

リ

口 部を

228 59 42
2 区

SX1
須恵器 - 27 6 -

やや

良
良

白  7 5 7 1

白  7 5 7 1

タタ による当具 、

タタ 、

229 59 42
2 区

S 100
須恵器 皿 - - 12 1

やや
不良

 3

に い  10 7 4 落 )
生 け須恵器

230 60 42
2 区

北側

弥生土

器
22 8) 3 8 -

やや やや

良

に い  10 7 4

に い  10 6 4

) 

、 による 文

231 60 42
2 区　中

遺構検出
須恵器 - 6 0 - 良

やや

良

青  5 6 1

リー  5 6 2
、 、

文

232 60 42
2 区

遺構検出
須恵器 6 4) - -

やや

良
良

 6

 6
、 ズ

リ

側上部にシ リ

あり

234 61 43
3 区 祭祀跡

土師器 9 9 - -
やや

良

やや

良

 7 5 8 3

 7 5 8 3 、
の可能性あり
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出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

235 61 43
3 区 祭祀跡

土師器 10 8) - -
やや

良

やや

良

に い  10 7 4

に い  10 7 4

、 、 ズ

リ 

、

236 61 43
3 区 祭祀跡

土師器 11 7) 14 1 -
やや

良
良

 5 7 6

 5 7 6

、 、 ズ

リ 

、

237 61 43
3 区 祭祀跡

土師器 11 6 - -
やや

良

やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、 、 ズ

リ 

、

の が に

い

238 61 43
3 区 祭祀跡

土師器 15 8 - -
やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 、 ズ

リ 

、

239 62 43

3 区 4

リ ド　北

側遺構検出

土師器 14 0 28 3 - 良 良
 10 8 3

 10 8 3

、 、 ズ

リ 

、

240 62 43
3 区

4 リ ド
土師器 16 6) 25 0 -

やや
良

に い  10 7 2

 10 6 2

、 、 ズ

リ 

、

241 62 43
3 区

祭祀跡
土師器 12 7 4 7 -

やや やや

良

白  7 5 8 1

 5 8 3

、 ミ

、 ズリ

242 62 43
3 区

祭祀跡
土師器 ) 13 8 5 6 -

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 ミ

、 ズリ

記号あり（

面）

243 62 44

3 区

祭祀跡 土師器 高 16 8) - -
やや

良
良

 5 7 6  

10 6 6

 7 5 8 3  

5 7 6

、

、
い

244 62 44

3 区

祭祀跡 土師器 高 16 3 - -
やや やや

良

 5 7 6

 5 7 6

245 62 44
3 区

祭祀跡
土師器 高 - - 11 4 良

やや

良

に い  7 5 7 4

 7 5 8 4

、 ズリ

、 、

ズリ

面 部に

または 文あり

246 62 44
3 区

D4 リ ド
須恵器 11 5) - - 良 良

 4

 4

き 文 文

（口 ・ 部）

247 62 44
3 区

祭祀跡
須恵器 -

体部高

8 1

体部

10 6

やや

良
良

 5

 5
、 、

具による 突

体部 （口 部

を ）

248 62 44
3 区

4 リ ド
須恵器 12 2 4 0 -

やや

良

やや

良

 10 5 2

リー  5 3 2

、

ズリ、
部 側に 記

号

249 62 44
3 区

D4 リ ド
須恵器 10 6 4 2 -

やや
不良

 7 5 5 1

リー  

2 5 3 1

、

、 ズ

リ

部 側に

250 62 44
3 区

4 リ ド
須恵器 -

3 3

口

)

-
やや

良

やや

良

 2 5 7 2

 3

、

、 ズ

リ

部 側に

、 部 側に

記号

251 62 44
3 区 4

リ ド北側
須恵器 9 4 4 1 -

やや

良

やや

良

 10 5 1

 10 5 1

252 63 44
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
5 3 7 4 -

やや

良

やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

（ コ、 上 ）

、 ズリ

253 63 44
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
5 1 7 2 -

やや やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2 、 ズリ

254 63 44
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
- - -

やや やや

良

リー  5 3 1

リー  5 3 1

、 による 上

、 ズリ、 い

255 63 44
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）
- - 4 4

やや

良

やや

良

に い  7 5 7 4

に い  7 5 7 4

、 上

、 、 い

256 63 44
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

)
- - 5 4

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

い 、 い 上

、 い

257 63 44
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

) 6 6 5 9 5 0
やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 い ズリ

258 63 45
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）
6 1 3 0 -

やや

良

やや

良

白  10 8 1

白  10 8 1

、 上

、 上 、 い

259 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
6 5) 3 4 -

やや やや

良

 10 6 1

に い  10 7 2

、 上

、 い

260 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
5 8) 3 8 -

やや やや

良

 10 8 3

 10 8 3

、 上

、

261 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
4 6 3 2 -

やや

良

やや

良

白  10 8 1

白  10 8 1

、 上

、 上 不明 )、

い

262 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
3 6 3 8 3 0 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上

263 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
3 9 2 9 -

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上 、板

264 63 45
3 区

3 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 0 4 4 3 5 -

やや

良

やや

良

 5 7 6

 5 8 3

、 上

、 、 い

265 63 45
3 区

3 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）
5 3 5 5 3 8 4 9 5 2

やや やや

良

に い  7 5 7 4

に い  7 5 7 4

、 上

、 上

266 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
7 0) 5 4 4 0

やや やや

良

 7 5 8 3

 7 5 8 3

、 い
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出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

267 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
4 0 3 1 3 1 3 5

やや やや

良

 7 5 8 3

 7 5 8 3

、 上

、 、不調整 板

あり )

268 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器
3 0 3 8 3 6 -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

、 上

、 、 上

269 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
3 7 3 5 -

やや

良 

やや

良

 7 5 8 4

 7 5 8 4

上

、 上 、 い

270 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
3 5 3 5 -

やや
不良

に い  7 5 7 3

に い  5 7 4

、 上

、 上 、不調整

271 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
3 2 3 6 4 0 -

やや やや

良

 7 5 6 1

 7 5 6 1

、 上

、 上 、 い

272 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
5 4) 5 5 -

やや やや

良

 10 5 2

 2 5 7 2

、 上

、 上 、不調整

273 63 45
3 区

祭祀跡
土師器 ミニチュア土器 5 4 4 0 -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

、 上

、 上 、 い

274 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
5 2) 3 7 -

やや

良

やや

良

 5 7 6

に い  10 7 3

、 上

、 上 、

275 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
5 0 6 0 4 0 -

やや やや

良

に い  5 7 4

 7 5 8 3

、 上

、 い

276 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
7 1) 4 4 4 5

やや やや

良

 10 8 3

 7 5 8 4

、 上 部に滑石製

個

277 63 45
3 区

3 リ ド
土師器

ミニチュア土器

)
3 8 4 1 4 6 -

やや やや

良

 7 5 8 3

 7 5 8 3

、 上

器面 落 )

278 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 4 4 5 -

やや やや

良

白  7 5 8 2

白  7 5 8 2

、 上

、 上

土に 物

入

279 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
5 0 5 4 -

やや やや

良

 2 5 4 1

 2 5 4 1

、 上

、 上 、 突

280 63 45
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
6 0 5 2 -

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 い

281 63 45
3 区

祭祀跡
土師器 ミニチュア土器 7 0 6 9 4 0 5 5

やや やや

良

白  7 5 8 2

白  7 5 8 2

、 上

、 上

282 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 9 3 6 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上 、 い 器 い

283 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 5 5 0 4 4 -

やや

良

やや

良

に い  7 5 7 3

に い  7 5 7 3

、 上

、 上 、 い

284 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器
5 4 5 2 2 5 2 6

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上

285 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
6 0 6 2 4 9 2 5 2 7

やや やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、 上

、 上 、 い

286 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
6 0 7 0 4 6 -

やや やや

良

 7 5 8 3

 7 5 8 3

、 上

、 上 、 い

287 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

)
3 4 4 0 -

やや

良

やや

良

白  7 5 8 2

白  7 5 8 2 

288 63 46
3 区

D4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

)
3 1 4 0 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上

289 63 46
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 5 4 3 -

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 上 、 い

290 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 6 5 0 4 7 -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

、 上

、 上 、 い

291 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

（ ）
4 2 4 9 5 9 -

やや

良
良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

上

、 上 、 い 口 部 む

292 63 46
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

高 ) 6 7) 5 0 3 6
やや

良
良

に い  10 7 2

に い  10 7 2 、

293 63 46
3 区

祭祀跡
土師器

ミニチュア土器

高 ) 5 3) 3 3 3 0
やや

良

やや

良

に い  10 7 3

に い  10 7 3

、 上

、

294 63 46
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

高 )

)

- - 3 9
やや やや

良

 2 5 7 2

 2 5 7 2

上 、

、

295 63 46
3 区

4 リ ド
土師器

ミニチュア土器

（ ）

土製品

- 2 9 2 4
やや やや

良

に い  10 7 2

に い  10 7 2

、

302 65 46
3 区

西側

陶

器
- - 6 5) 良

やや

良

土 白  5 8 1

リー  

10 6 2

303 65 46
3 区

9 リ ド
土師器 13 3) 5 8 7 0)

やや

良

やや

良

 6

白  2 5 8 1 、 り

304 65 46
3 区

西側
土師器 - - 6 4 良

やや

良

白  10 8 1

白  10 8 1 、 り

305 65 46

3 区 7

リ ド

遺構検出

土師器 皿 8 2 1 5 5 3
やや

不良
白  2 5 8 2

白  2 5 8 2 、 り
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出土場所 器種

量 )
重さ

)
備考長さ  さ

233 60 47
2 区

遺構検出

滑石製

品
3 0 -

大

0 51
1 3

0 28

面一部に る　　 面  7 5 5 1

296 64 47 3 区 4 リ ド
滑石製

模造品
0 35 0 26 0 35 2 8

0 15

面 面に 　 面  7 5 6 1

297 64 47
3 区

祭祀跡

滑石製

品

口

0 17

器高

0 35

大

0 42
-

面　 具による 　

面　 具による ズリ

298 64 47 3 区 祭祀跡 35 -1
滑石製

品 0 14

器高

0 3

大

0 41
-

面 あり

面  7 5 4 1

299 64 47 3 区 祭祀跡 35 -2
滑石製

品 0 13

器高

0 2

大

0 44
-

面 あり

面  7 5 4 1

300 64 47 3 区 祭祀跡 35 -3
滑石製

品 0 12

器高

0 25

大

4 7
-

面 あり

面 リー  7 5 6 2

301 64 47
3 区

祭祀跡 3 -4

滑石製

品 0 15

器高

0 32

大

0 4
-

面 あり

面  7 5 4 1  10 4 1

320 66 47 3 区 中 遺構検出
滑石製

品 -1) 0 15

器高

0 2

大

0 58
-

面

面  10 5 1

321 66 47 3 区 中 遺構検出
滑石製

品 -2) 0 14

器高

0 3

大

0 6
-

面

面 リー  10 5 2

出土場所 種別 器種

量 )

土 成 調
主な調整（ ）

         （ ）
備考口

復元 )

器高

復元 )

306 65 46
3 区

7 リ ド
土師器 14 2) 3 6 7 1)

やや

良

やや

良

白  10 8 2

に い  10 7 2 、 り

307 65 46

3 区 8

リ ド

遺構検出

土師器 付 - - 6 0
やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2 、 り

308 65 46
3 区

遺構検出
白磁 14 4) - -

やや

良
良

土 白  8

白  10 8 1
、 ズ

リ

309 65 46
3 区

遺構検出
白磁 15 9) - -

やや
不良

土 白  2 5 8 2

 7 5 8 3
、 ズ

リ

310 65 46
3 区

遺構検出
白磁 - - 7 0 良 良

土 白  10 8 1

白  2 5 8 1
、 ズ

リ

311 65 47
3 区

遺構検出
白磁 - - 6 2)

やや
良

土 白  8

白  10 8 1 ズリ
に 文

312 65 47
3 区

遺構検出
青磁 15 8) - -

やや やや

良

土 明  

7 5 8 1

白  7 5 7 2

、 ズ

リ

313 65 47
3 区

遺構検出

東播系

須恵器
- - -

やや やや

良

 5

 6

314 65 47
3 区

9 リ ド

陶器

滑)
- - -

やや
良

 6

 2 5 5 1

ズリ
面に タン 文

315 66 47
3 区

北側 中
土師器 24 0) - -

やや
不良

白  7 5 8 1

白  7 5 8 1

、

、 い

316 66 47
3 区

土師器 24 0) - -
やや

良
不良

白  10 8 2

白  10 8 2

、

、

317 66 47
3 区

北側 東側

瓦質土

器
24 2) - -

やや やや

良

 4

 4 、 い

318 66 47

3 区

中 遺構検

出

土師器
ミニチュア土器

)
3 6 4 2 -

やや

良

やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2

、 上

、 あり )

319 66 47
3 区

遺構検出
土師器

ミニチュア土器

)
- 3 4 3 3)

やや やや

良

白  10 8 2

白  10 8 2 、 上 、

322 67 47
4 区

S 1
土師器 13 7) - -

やや やや

良

 7 5 7 6

 5 7 8

、 ズリ

、

323 67 47
4 区

S 1
土師器 - 8 9 26 0)

やや

良

やや

良

 2 5 6 2

に い  10 5 3

ズリ

、
付

324 67 47
4 区

S 2
土師器 - - -

やや やや

良

に い  10 7 3

に い  7 5 7 4

ズリ

、

325 68 48
遺跡西

瓦 瓦
瓦当

16 2)
13 3 良 良

に い  10 7 3

明  10 7 6

- 

  推定 14

16

さ 2 5

326 68 48
3 区

D3 リ ド
瓦 瓦

瓦当

12 2)
5 0 良 良

 6

 6

区 文

区 文
さ 2 1

327 68 48
3 区

4 リ ド
瓦 瓦 -

高さ

4 7

 

2 6
良 良

 10 5 1

 10 6 1
さ 1 4

328 68 48
4 区

西
瓦 瓦 -

高さ

3 5

 

2 9
良 良

 10 4 1

 10 4 1
さ 2 4

329 68 48
3 区

遺物 含
瓦 平瓦 7 9

 

10 0
良 良

 10 7 1

 10 7 1

縄 タタ
さ 2 4

330 68 48
3 区

北 中
瓦 平瓦 6 1

 

7 2
良 良

 10 6 1

 10 6 1

縄 タタ
さ 1 8

331 68 48

3 区

中 遺構検

出

瓦 平瓦 8 1
 

6 2

やや

良

やや

良

に い  10 7 4

に い  10 7 4

縄 タタ

不明
さ 2 2

332 68 48
1 区

遺物 含
瓦 平瓦 9 4

4 9

やや

良
良

明  10 7 6

明  10 7 6

不明

縄 タタ
さ 2 0
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（ ） 器 所

本郷山崎遺跡・本郷遺跡は、山口県長門市油谷向津具下地 に所在する。

本郷山崎遺跡から された 料の として、 化 の S による 性 年代

定、 化 の 種同定、土 ン ルから検出された種 の同定、 、 ント ール（

物 体） を した。

本郷遺跡から された 料の として、 化 の S による 性 年代 定

を した。

下、 や に いて 項 別に報告する。

定 料は、本郷山崎遺跡の大溝（SD1）から出土した 化 2 点と土坑（S 1）から出土

した 化 1 点の 3 点、本郷遺跡の土器付 化物 1 点、 化 1 点、種 1 点の３点、 点

である（第 ）。本郷山崎遺跡大溝の 料 S-1 は上 、 料 S-2 は下 、土坑の 料

S-3 は下 から出土している。

（１） ・ ンセ トを い、土等の付 物を り 。

（２） - アル リ - （  a  ） により不 物を化 的に り 。その後、

で中性になるまで し、 させる。 における では、 1 （1 ）の

（ ）を いる。アル リ では 化 トリ （ a ） を い、0 001 から 1

まで に を上 ながら を行う。アル リ が 1 に達した時には 、1 の場

は a と第 に記 する。

（３） 料を させ、 化 （ 2）を発生させる。

（ ） ンで 化 を 製する。

（５） 製した 化 を を として で 元し、 ト（ ）を生成させる。

（ ） トを 1 の ードに ンド 機で 、それを ールには 、

定 に する。

器を ー とした 14 - S （ E 製）を し、14 の 数、 13 （13 12 ）、14

（14 12 ）の 定を行う。 定では、 立 （ ST）から されたシュ （ Ⅱ）

を 料とする。この 料と ンド 料の 定 同時に する。
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（１） 13 は、 料 の 13 （13 12 ）を 定し、基 料からの れを （ ）で

した である（第 ）。 S による 定 を い、 中に S と 記する。

（２）14 年代（L  ）は、 の大 中 14 が一定であったと 定して 定され、

1950 年を基 年（0 ）として る年代である。年代 の 出には、L の半 期（5568 年）

を する（S  a  a  1977）。14 年代は 13 によって同 体 を する 要がある。

した を第 に、 していない を 考 として第 に した。14 年代と は、下 1

を て 10 年 で される。また、14 年代の （ 1 ）は、 料の 14 年代がその

に入る確 が 68 2 であることを する。

（３）    a ) は、 代 に する 料 の 14 の である。

が さい（14 が ない）ほど古い年代を し、 が 100 上（14 の量が 代 と同等

上）の場 とする。この 13 によって する 要があるた 、 した を第 91

に、 していない を 考 として第 に した。

（ ）暦年 年代とは、年代が の 料の 14 を とに かれた と らし

せ、 の 14 化などを し、 年代に けた である。暦年 年代は、14 年代に

する 上の暦年代 であり、1 （1 68 2 ）あるいは 2 （2

95 4 ）で される。 の が 14 年代、 が暦年 年代を す。暦年

に入 される は、 13 を行い、下 1 を ない 14 年代 である。なお、 およ

は、 ータの 積によって される。また、 の種類によって が

なるた 、年代の にあたってはその種類と ー ンを確認する 要がある。ここでは、暦

年 年代の に、 a 13 ータ ー （   a  2013）を い、 a 4 3

（  a  2009）を した。暦年 年代に いては、特定の ータ ー 、

に する点を考 し、 に入 する とと に 考 として第 に した。暦年

年代は、 年代に基 いて （ a a ）された年代 であることを明 するた に a  

D または a  という で される。

本郷山崎遺跡・本郷遺跡の 料の 定 を第 ・ に す。

本郷山崎遺跡の 料の 14 年代は、 S-1 が 2750 20 、 S-2 が 2910 20 、

S-3 が 2840 20 である。暦年 年代（1 ）は、 S-1 が 915 845 a  の間に 2

の 、 S-2 が 1127 1048 a  の 、 S-3 が 1041 943 a  の間に 2 の

でそれ れ される。おおむ 縄文時代晩期前 から中 に 当する（  2009、2017、 編

2008）。

なお、い れの 料 化 と されたことから、 下に記 する古 を考 する 要が

ある。

の年 の 性 年代は、その年 が成長した年の年代を す。したがって 下の

年 の年代が、 が され ん 年代を し、 側の年 は、 年 からの年 数の 、

古い年代 を すことになる（古 ）。 定された 3 点の 料は が確認されていないこ
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とから、 料となった が ん 年代は 定された年代 より しい可能性がある。

料の 含 は S-1 が 68 、 S-2 が 78 、 S-3 が 60 のい れ な で、

化 、 定上の は認 られない。

本郷遺跡の S-4 土器付 化物 料の 14 年代は 1620 20 、暦年 年代（1 ）は

400 529 a  D の間に 3 の で され 5 世 から 6 世 の年代 となった。 S-5 化

の 14 年代は 1760 20 、暦年 年代（1 ）は 243 325 a  D の間に 2 の で され、

3 世 から 4 世 の年代 となった。 S-6 種 の 14 年代は 1250 20 、暦年 年代（1

）は、695 771 a  D の間に 2 の で され、7 世 から 8 世 の年代 となった。

69 図
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なお、 定された 化 料が含まれる 1 3 世 の暦年 に関しては、北半 で

いられる a に して日本 年 料の 定 が系 的に なるとの がある

（ 2009、 本 2010 など）。その日本 の ータを いてこの 料の 定 を暦年 し

た場 、ここで報告する 年代 より し なる可能性がある。

料の 含 はい れ 50 を える な で、化 、 定上の は認 られない。

種同定の 料は、大溝（SD1）から出土した 化 2 点と土坑（S 1）から出土した 化 1 点

の 3 点である（第 ）。大溝の 料 種 -1 は上 、 料 種 -2 は下 、土坑の 料

種 -3 は上 から出土している。なお、S 1 の 料は、当 下 より された 化 １点を と

したが、この 料は であったた 、上 より された代 料の同定を行った。下 の

料に いて 所 を記す。

料を り りして な 面（ 口と同 ）、 面（ と同 ）、 面（板 と同 ）

の基本 面の 面を作製し、落 （ T T -2 ）によって 50 1000 で した。

同定は、 構造の特 およ 生 本との によって行った。

第 に を し、主要な 類 の を第 72 に す。 下に同定 拠となった特

を記す。

１） 　 a a a  o  E 　 　　（ 種 -2　SD1 下 ）

、 およ から構成される である。 から晩 への 行は

やかで、晩 部の はき て い。 が られる。 の は、 で

１ に２個 在する。 は 列の同性 で、１ 15 高である。

２） リ　 a a a a a S   　 　　（ 種 -3　S 1 上 ）

年 のは に大 の が、数列 列する である。晩 部では が に 列する。

から晩 にかけて、 の は に する。 の は である。 は平

からなる 列の同性 である。

３）トチ 　  a  　トチ 　　（ 種 -1　SD1 上 ）

　 でやや った が、 ないし 向に２ 数個 して に 在する であ
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る。 の は で、 の にはらせん が 在する。 はす て平 か

らなる 列の同性 で、 に し 列する。 面では と との

は、 で に する。

） 　 a 　　（ 種 -3 の元 料　S 1 下 ）

を し、やや を帯 、 が に る。

上の特 から 、 などに類 するが、不明 な点が多 同定には らなかった。

同定の 、本郷山崎遺跡の 化 は、 １点、 リ１点、トチ １点、およ １点であっ

た。

は 県 の本州、 、 州、 に する。日本特 の 高 で、 高さ

40 、 1 5 に達する。 で大きな が れる良 であり、特に 性が高 、心 は ・

湿性が高い。 作が で、建 は とより板 や さな器具類に るまで いら

れる。また 面 上がりがき て良好で、 が出る。山口県の長 山跡（古墳時代 期から

平安時代 期）では 、 、 代、 りなどに の同定 が られる（ ・山 2012）。

リは北 の西 部、本州、 、 州に する。落 の高 で、 高さ 20 、 40 ぐ

らいであるが、大きい のは高さ 30 、 ２ に達する。重 で 性が高 、 湿によ え、

性の て高い である。 在では建 、器具、土 、 、 、 、ほ など い

られる。

トチ は北 、本州、 、 州に する。落 の高 で、 高さ 15 20 、 50

60 に達する。 は 性、 性が いが、 らか であり、 器などに いられる。山口

県では 物の に いられることが多いようである。

、 リ、トチ はい れ 帯に する 種である。また は 性である

が した土 に え、 、 地または岩 上に よ 生育する。 リは した 地や

地を好 、 次 要 で ある。トチ は谷 いなどの湿 地を好んで生育する。これらの

は当時遺跡 に 生育する であり、遺跡 からか、また によって 地 より た

らされたと推定される。

料は、2 区の大溝 SD １上 から された土 1 点（ 料 -1）、2 区 S 1 の上 より

された土 １点（ 料 -2）、S 2 上 より された土 １点（ 料 -3）の ３点である。

料（土 ）に 下の物 を して、 出およ 同定を行う。

１） 料 料 -1 は 500 3、 -2・３は 200 3 に を え し、 化

２） した後、 ん を し 、0 25 の で 別

３） を 体 下で し、種 の同定 数
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料を 体 で し、 的特 およ 生 本との によって同定を行

う。 は同定 ルによって 、 、種の で す。

料 -1 は 化 などは 数確認できるが種 は検出されなかった。 料となった土 に本

種 が含まれていなかったか、種 などの 機質遺体が される 積 であったと考えられる。

（１） 類

15、 本 3 の 17 類 が同定される。 名、 名およ 数を第 に し、主要な

類 を第 73 に す。 下に同定 拠となる 的特 を記 する。

　 a a o   o   a a　 　

　 は を し、 に 柱が られる。

コ ア シ 　Q     a a     

　 で を し、 に明 な 柱を 。 柱の は 上かやや 側に向き、

　 が い。

コ 　Q 　 （ ）　

　 で を し、一 に き部が る。 面は平滑である。この 類 は 落し、　

　 ルの同定までである。

　 o o a  a f a  　種 （ ・ ）　

　 で を し、基部に突 がある。 面にはい の がある。

　 o   a a     種 　

　 で を し、基部に突 がある。 面はやや い。

　 a o   a o a  S 　種 （ ・ ）　

　 で を す。一条の が りその中 が突 する。

　     a 　 　

　 で を し、下 が大き む。側面に が る。 面はやや い。

チ 　 　 　

　 でい な半 を す。 面には大きな 模 がある。

ンシ 　 a o   a a o   S     　種 　ミ ン

　 で を し、側面に長 深いへそがある。 面には大きい 模 がある。

ア シ 　 a o   ja o       　種 （ ）　ト

　 で を し、 のへそがある。 面にはい の突 が に する。

チ 　   a  T 　種 （ ）　 チ

　種 は で を し、 の溝があり、 は 、 はない。 い 条や

　が多 、 面。

　 a a  ja o a　T   種 　

、 、 などを する。へその一 は 。側面は 、 、長

02-08.indb   91 2019/02/28   20:21



92

（やや ンズ ）である。種 は平滑で 下に の 模 が られる。

　E a  ja o a  T 　種 　

種 は心 を する。 面は長 ・ など種 な がある。どの へその に

い。へそを中心に や 点による 模 が に がる。

シ 　 a a a　種 　

白 で や を し、側面は 日月 で 面は があり、 面 向に する。

面の は 、一 高 し、その中 にへそがある。 面は平滑で、 面は 面。

ニ トコ　Sa   o a a      a 　 　 ズ

で を す。一 にへそがある。 面には 向の がある。

本

リ 　 a a 　

で を す。 面は 平である。

タ 　 o o 　 　タ

で を す。 面にはやや があり、 面は である。

ア 　 a   種

で を し、下 にへそがある。 面には長 の がある。

（２）種 集の特

１）S 1　上 -2

種 のコ ア シ 1、コ 85、 136、 38、 、

1、 8、 1、 チ 3、 ンシ 2、ア シ 2、

チ 1、 1、 11、 シ 1、ニ トコ 4、 本種 の リ

1、タ 1、ア 1 が検出された。

２）S 2　上 -3

種 の 1、コ 74、 52、 16、 2、 1、

チ 2、 3、 シ 2 が検出された。

１）S 1　上 -2

種 のコ ア シ 、コ は一 に シと されるが、 チ シ、ア

シなど多 の種があり、コ ア シ 、コ 、 は 帯下部の 帯の

を 成する主要高 である。 、 は で 地を好 、 は

の良い 面地に する。

チ は 地の山地や の に生える である。また ンシ 、ア

シ 、ニ トコ、 シ は を好 、 ンシ 、ア シ 、ニ ト

コは 次 種であり、 チ は 帯を中心に する落 または である。 、

は 帯に する。 本種 の リ 、タ 、ア は日当たりの良

い 地に生育する。
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２）S 2　上 -3

種 の は 帯下部の 帯に する の主要構成要 あるいは 次 要

である。S 1 同 に 、 は で 地を好 、 は の良い

面地に する。 チ は 地の山地や の に生える である。 は、

帯に する。 シ は を好む。

料は、2 区の大溝 SD １上 から された土 1 点（ 料 -1）、2 区 S 1 の上 より

された土 １点（ 料 -2）、S 2 上 より された土 １点（ 料 -3）の ３点である。

の 出は、中村（1967）の を とに、 下の で行った。

１） 料から１ 3 を 量

２）0 5 リン トリ （12 ） を え 15 間

３） の後、0 25 の で などの大きな を り き、 で を

）25 化 を えて 30
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５） の後、 によって し、アセトリシ （ 9 1 の ルド

ン を え１ 間 ）を す

） を えて

） にチール石 シン を えて し、 リセリン リーで 入して ー

ト作製

）検 ・ 数

検 は、生物 によって 300 1000 で行った。 の 類は同定 ルによって、 、 、

、 、 およ 種の で 類し、 数の 類 にまたがる のは ン（ ）で んで した。

同定 類には所 の 生 本、 （1973）、中村（1980）を して行った。 に いて

は、中村（1977）を 考にして、 生 本の 面模 ・大きさ・ ・ 面の特 と して同

定しているが、個体 化や類 種 あることから とする。

（１） 類

料 -1 で出 した 類 は、 14、 本 8、シ 物 2 の 24 である。

これらの 名と 名およ 数を第 10 に し、 の 生を復原するた に 数を基数とす

る ア を第 70 に す。なお、主要な 類 は を第 74 に した。同時

に 生 に いて したが検出されなかった。また、 考のた を した。 下

に出 した 類 を記 する。

、 、 チ 、 ルミ、 シ ミ 、 リ、シ 、

コ コ 、コ ア シ 、 、 チ 、トチ 、

、 ミ

本

、 、 リ 、 シ シ 、ア 、セリ 、 ミ 、

シ 物

条溝 、 条溝

料 -2、 -3 で出 した 類 は、 24、 と 本 を含む の１、 本

4、シ 物 2 の 31 である。これらの 名と 名およ 数を第 10 に し、

数が 200 個 上 数できた 料に いては、 の 生を復原するた に 数を基数とする

ア を第 70 に す。なお、主要な 類 は を第 74 に した。同時に

生 に いて したが検出されなかった。また、 考のた 、 を したが、これ

検出されなかった。 下に出 した 類 を記 する。

、 ミ 、 、 、 チ 、 ン 、
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、 シ ミ 、 シ ア 、 リ、シ 、 、コ コ 、コ

ア シ 、ニ 、 、ア シ 、 チ 、 、

トチ 、 ミ 、 、 、 セ

と 本 を含む の

本

、 シ シ 、 、

シ 物

条溝 、 条溝

（２） 集の特

１）2 区の SD １（ 料 -1）において、 構成と 成の 化の特 を記 する（第 74 ）。

出 した 類 は ないが、 の る が 本 より高 、85 を る。シ

が高 に出 し、 いで リの出 が高 、コ ア シ 、 が

に伴 れる。 本 では、 （ を含む）、セリ 、 が出 する。また、

の １が検出された。

２）S 1　上 -2

の る が 本 より高 、98 を る。 では、シ が高 に出 し、

コ ア シ が伴 れる。 に 、 シ ミ 、 リ、

が に出 する。 本 はほとんど検出され 、 、 シ シ 、 が

かに出 するの である。 考に行った では、 が は検出されなかった。

３）S 2　上 -3

の る が 本 より高 、94 を る。 では、シ が高 に出 し、

コ コ が伴 れる。 に 、 、 リ、 シ ミ が に出 する。

本 では、 、 が かに出 する。 考に行った では、 が

は検出されなかった。

１）SD １上 料 -1

の る が高 、 には、シ を主としコ ア シ を要 とする

が していたと なされる。 には を好む リ が する。 は いが

には が伴 れる。 の が て 、 の生育できない した や 期間に

湿を り す不安定な った可能性がある。

２）S 1　上 -2

の る が て高 、 積地はほとんど 本が していない の であっ

たと推定され、シ を主要 とし、コ ア シ を構成要 とする が して

いたと なされる。 に に出 する シ ミ 、 リ、 は 次 要 であり、

の構成要 であったと考えられる。やや には （ ）の
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定される。

３）S 2　上 -3

S 1 同 シ を主要 とする が していると なされるが、コ コ の

が 在する。地 的な 要 として 次 の 、 が する。

本は かで土坑 に 、 の 当たりの良い した を好む 本が生育してい

たと考えられる。

料は、2 区の大溝 SD １上 から された土 1 点（ 料 -1）、2 区 S 1 の上 より

された土 １点（ 料 -2）、S 2 上 より された土 １点（ 料 -3）の ３点である。

ント ール（ 物 体）の 出と定量は、 ーズ （ 原 1976）を いて、次の

で行った。

１） 料を 105 で 24 時間 （ ）

２） 料約１ に し 約 40 の ーズを約 0 02 （0 1 の で 量）

３） 化 （550 ・6 時間）による 機物

） 中 （300 ・42 ・10 間）による

５） による 20 下の

） 入 （ ト）中に して ート作成

）検 ・ 数

同定は、400 の 下で、お に 物の機 に する 物 体を と

して行った。 数は、 ーズ個数が 400 上になるまで行った。これはほ ート１

の 査に 当する。 料１ あたりの ーズ個数に、 数された 物 体と ー

ズ個数の をかけて、 料１ 中の 物 体個数を た。

　また、お な 類 に いてはこの に 料の 重（1 0 と 定）と 物の 数（機

体１個あたりの 物体 重）をかけて、 面積で １ あたりの 物体生 量を

出した。これにより、 物の や 物間の などを具体的にとらえることができる（

山 2000）。タ に いては、 物体生 量の推定 から 類 の を た。

（１） 類

料 -1 で検出された 物 体の 類 は 下のとおりである。これらの 類 に いて定量

を行い、その を第 11 およ 第 71 に した。主要な 類 に いて を第 75 に

す。

、 （お に ）、 シ （チ など）
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タ

（お に ）、チ （ チ ・チシ な

ど）、ミ コ （ ミ コ など）、 類等

その

体（お に ）、 類等

（シ ）、 ン （ ）、その

料 -2・3 で検出された 物 体の 類 は 下のとおりである。これらの 類 に いて

定量を行い、その を第 11 およ 第 71 に した。主要な 類 に いて を第 75

に す。

（お に ）、 シ （チ など）

タ

（ ・リュ ュ チ 、 ）、 （お に

）、チ （ チ ・チシ など）、ミ コ （

ミ コ など）、 類等

その

体（お に ）、 類等

（シ ）、 ン （ ）、その

（２） 物 体の検出

料 -1 では、 、 、 、 シ 、 、チ 、ミ

コ などが検出されたが、い れ 量である。 では、 （シ ）、 ン （

）などが検出されたが、これら 量である。 が検出されたが、その は 400 個

と い であり、稲作跡の検 や 査を行う場 の 基 としている5,000個 （ により3,000

個 とする場 ある）を下 っている。

S 1（上 -2）と S 2（上 -3）では、 では 、 シ 、 、

チ 、ミ コ などが検出されたが、い れ 量である。 では、 ン （

）が 的多 、と に S 2（上 -3）では が 17,700 個 と高い である。また、

（シ ）など 認 られた。

SD １（ 料 -1）では、 量ながら が検出された。このことから、当時は で稲作が行

れており、そこから らかの で大溝 に の 物 体が 入した可能性がある。また、ここ

で検出された に いては、 で された稲 に する可能性 考えられる。

02-08.indb   100 2019/02/28   20:21



101

当時の遺構 は、 量ながら 、 シ 、 類などが生育する日当たりの良い

的 した であったと考えられ、遺跡 にはシ 、 などの （ ）が

していたと推定される。

S 1（上 -2）と S 2（上 -3）の土 の 積当時は、 量ながら 、 シ 、

類などが生育する日当たりの良い 的 した であったと考えられ、遺跡 には

（ ）の をは シ など していたと推定される。

本郷山崎遺跡の 2 区 SD １上 （ 料 -1）で種 同定、 、 物 体 、 を行っ

た 、 にはシ の およ リ が していた。シ リ を好 次

を 成する 種で あり、 で 発な 間 が行 れていた可能性がある。 にコ ア

シ や などの する。また、 には 、 シ 、 類な

どが生育する日当たりの良い 的 した し、 地 には が 在した可能性が

ある。

SD １上 の としては、 およ 物 体 で 生 物の出 はな 、種 およ

が検出されないことから が されるた 、やや した や 期間に 湿を り す

が考えられる。 時は がな 、 期間の （ 的な を含む）などの可能性が考え

らえる。

本郷山崎遺跡における 種同定の 、SD1 の上 でトチ 、下 で 、S 1 上 で リが

検出された。い れ 帯 に生育する落 と である。

S 1 上 と S 2 上 の 物遺体 集は類 し、シ を中心に 、コ ア シ

、 の の が された。また、 や 、ニ トコ、ア

シ など 次 およ 、 シ 、 類などの 次 生 、大き はないが し

ていたと考えられる。
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平成 29 年 は本郷山崎遺跡（4,088 ㎡）、30 年 は本郷遺跡（2,785 ㎡）の２遺跡において、

6,873 ㎡の調査を した。その 、縄文時代晩期から弥生時代前期、古墳時代後期、奈良・平安

時代から中世に る多 の遺構・遺物を検出した。

本郷山崎遺跡では、２区で検出された大溝（SD1）、１・２区で検出された谷（SX １）などから、

縄文時代晩期から弥生時代前期前半の土器、石器類が多量に出土した。

本郷遺跡では、古墳時代後期の集落跡と、湿地を した祭祀跡が検出された。

ここでは、本郷山崎遺跡・本郷遺跡の調査成 をまと 、得られた成 に いて て たい。

１区では弥生時代の溝・土坑・谷・柱穴、中世 の土坑・柱穴、２区では弥生時代の大溝（ 下、

SD １・大溝とは 2 区 SD １を す）、奈良時代 の土坑 、３区では遺物 含 、 区では中世の

掘立柱建物５棟、柱穴など、弥生時代前期（大溝・谷）、奈良・平安時代から中世（土坑・柱穴など）

までの い時代の遺構が検出された。遺構の は、弥生時代前期前半の遺構は、２区大溝（SD １）、

その 面から検出された土坑３基（SD １ ３）、１・２区にまたがって検出された谷（SX1）、１区で

検出された土坑２基である。弥生時代前期前半は１・２区と東側に し、遺物の出土に いて 、

それらの遺構からの のが大半を る。奈良時代 の遺構は調査区 に たって検出されてい

る。

弥生時代前期前半の遺構は、調査区東側の１・２区で検出されている（第 76 ）。なかで 、２区

を 北に する大溝（SD1）が される。 北長約 26 、東西 約 5 2 、深さ約 85 の大 の

溝で、 は 約 を り、 面は平 で、 面 高は へ やかに して調査区 に る。調査

区 約 90 に 在の本郷川が れていることから、 といった ではな 、本郷川へ向か

う と 定される。

大溝の埋土は上下２ に大別され、上 からは弥生時代前期前半、なかで 北部 州の の い

土器（板付Ⅱ 式併行）が多量に出土した。下 には縄文時代の晩期を中心に、突帯文土器などが多

出土している。また、土器 の収 具である石 や 具の石 、大 系 製石器類などの石器

類 多量に出土した。

大溝（SD １）の 部で検出された３基の土坑（S 1 3）は、い れ 多量のドン リを含んでいた。

大溝の 部に けられ、 によってドン リのア を た の 蔵 と考えられる。

１区西 と２区東 では、谷（SX １）が検出された。谷の埋土からは弥生時代前期の土器が多量

に出土し、大溝と同時期の弥生時代前期に埋まった のと考えられる。

１区で検出された長 約２ を る の２基の土坑（S 1・２）は、前 の谷（SX1）の北側

に する。弥生時代前期の土器が出土していることから、同時代の のと考えられるが、 は不
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76 図

明である。

大溝とその 部から検出された土坑（S 1）に いては、その土 から 性 年代 定、 種

同定、種 同定、 、 ント ール などの の をおこなった（ は第

）。その 、 性 年代 定では、14 年代は、SD1 上 が 2750 20 、SD1 下 が

2910 20 、S 1 が 2840 20 という数 が得られた。暦年 年代（1 ）は、SD1 上 が

915 845 a  の間に 2 の 、SD1 下 が 1127 1048 a  の 、S 1 が 1041 943 a  

の間に 2 の でそれ れ される。おおむ 縄文時代晩期前 から中 に 当するという

で、弥生時代前期より やや古 の年代を している。

また、年代が しい に ると、SD1 上 S １ SD1 下 となり、溝下 より 、さらに

面から検出された土坑に含まれる 化 が しい のである、といった 得られた。

S 1・2 の種 同定の 、コ の が多 認 られ、ドン リ等を し、ア き

を行っていたことが 定される。

また、 、 ント ール の 、SD1 上 の から、 で 発な 間

が行 れていた可能性 され、 は日当たりの良い 的 した が し、 には

が 在した可能性 された。また、SD １上 はやや した で、 時は がな 、

期間の （ 的な などを含む）などの可能性が された。大溝の上 には、多量の弥生土

器が されていた。下 は縄文土器を主体とする。これらのことから、2 区 SD １は弥生時代前期

前半の稲作 入に伴って、 と とあった に を え、稲作時期に するなど、その主

な は であると考えておきたい。

の調査では、 穴建物跡などの 的な 跡は から 、弥生時代前期前半の溝・土坑・

谷が検出され、その出土遺物から、弥生時代前期に稲作の を った集 が に集落を 成し、

本郷 地で稲作を んでいたことが明らかとなった。
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山口県 の弥生時代前期前半の遺跡 （第 77 ）を ると、本郷山崎遺跡は と日本 の

点に する。 では、 、土 で同時代の 跡が確認されており、北部 州から 、

日本 へとさま まな や トが いていたことが 定され、本郷山崎遺跡はその拠点的集落で

あった可能性が高い。

奈良・平安時代 、中世の本郷山崎遺跡に いては、 区で掘立柱建物が５棟検出されるなど、

西側に遺構、遺物が多 検出された。

２区で数多 検出された土坑は、 に いては不明である。しかし、 系土師器皿（173）や、

瓦質土器、青磁、白磁などの遺物が出土しており、一部には奈良・平安時代 の が含まれる。

出土した遺物は、縄文時代晩期から弥生時代前期、古墳時代、奈良・平安時代、中世までの

い時期に たる。

大溝の中からは縄文時代晩期の土器が多 、 に縄文時代の集落があった可能性を す。出土

した弥生土器の大半は大溝や谷から出土した ので、

縄文系の土器（突帯文土器）の深 ・ や、北部

州の の い土器（板付Ⅱ 式併行）の や など

を中心とする。

この 、 具である石 、 具の太 石

、 具 石 などの大 系 製石器が出土し、こ

れらは稲作とと に大 から伝 った 具類である。

えて、石 や 製石 、石皿などの縄文系の石器

あ せて出土していることから、縄文的な 集生

の 跡 している のと 定される。

また、石 多 出土することから、 に

積 的に っていたことが推定される。

その 、安山岩や大 県 の 石といった、

地元で れない石器の となる石 が られること

から、それらが によって数多 たらされている

ことを している。

土坑 や柱穴からは中世の瓦質土器の （ の

具）や東播系須恵器のこ 、備前 や輸入磁器で

ある 系の青磁など、 的な 品が出土して

おり、平安時代に文 に 場する 、向津 の中

心部が本郷山崎遺跡、本郷遺跡 であった可能性

に高いといえる。

77 図
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本郷遺跡は古墳時代後半期の集落遺跡であり、柱列跡 3 条、土坑 19 基、柱穴約 210 個、その

の遺構 1 基を検出した。集落跡とそれに伴う祭祀跡を同一遺跡で確認できる点が重要であり、 下、

祭祀に関 る所 を中心に 括する。

２区で確認された遺構は５ 世 の柱列跡・土坑・柱穴ほかであり、 穴建物跡や掘立柱建物

跡は確認されなかった。こうした はこの場所が一 的な集落とは なることを している。さ

らに SX １や柱穴における祭祀行 の 跡、ミニチュア土器など祭祀遺物の出土を考え せるなら、

２区は祭祀に関 る場所であったと考え るを得ない。

となるのは３区祭祀跡との関 である。後 するように３区祭祀跡は５世 後 世 前

と考えられ、２区の 時期と重なる。また、３区祭祀跡出土品と２区出土の土師器やミニチュ

ア土器には が られない。したがって、２区に遺構を した が３区において祭祀を行った

と考えることが である。た し、３区における祭祀行 が５世 後 世 前 であるのに

して２区には柱列跡や SX １のように 半世 後半に る のを含んでいる。このことから、２区

に遺構を した が り行う多 の祭祀の一 を３区において祭祀跡として 間 ることができ

たと す きであ う。

ま 祭祀跡出土遺物の年代に いて検 する。祭祀跡は湿地中に 成されているた 、後世の遺

物が 入することは けられない。時期を考える上で 重要な のは須恵器 （遺物番号 247）

であり、陶 における 47 行期（５世 後 世 前 ）の資料と できる。これに

し およ （遺物番号 248 251）は 世 後半の年代が えられる資料であり、年代 が

生 る。しかし、後者は 質な須恵器であるに かか ら の土師器と して 部の が

多いこと、土師器類の多 が するのに してこれらはほとんど しないこと、同時期の土師

器が出土していないことなどから、後者は 入品と される。

上のことから祭祀跡の 成は５世 後 世 前 と ることができるが、 を いない祭

祀が別次に行 れた可能性 あり、祭祀跡が 数 の祭祀行 を している可能性は 定できな

い。

次に祭祀の に いて検 する。本遺跡３区の祭祀跡は湿地の西 に 成されており、い

る 祭祀に関 る のである。ミニチュア土器を祭具の中心とし模造品類がほとんど られ

ない点が特 である。県 で類 を るなら、土 遺跡（下関市 北町）祭祀跡およ

遺跡（ 市 東町） 地区祭祀跡がある。い れ ５世 の遺構であり、前者は の落ち

、後者は集落の立地する 高地と湿地の に する。また 県北 州市で 世

５世 の
あま ふるたち

古立遺跡１区祭祀遺構があり、 部における 集落での 祭

祀とされている。しかし、これら３遺跡ではミニチュア土器を いる のの、これを多 する 向
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は られない。ミニチュア土器を多 する点では本遺跡３区祭祀跡と同時期の 県北 町 の

遺跡 地点 SX ３祭祀跡が する であり、ここでは を含む須恵器が されている。この遺

跡の祭祀跡は 県 で 大 模の のとされている。た し、この遺跡は 部の 上に立地

することから 祭祀とは かない。

上 遺跡の類 からは、５世 に 地で った祭祀が行 れたことが でき、 祭祀

を含む 種祭祀においては、祭具の構成等が祭祀の や地 によって し なっていたと

えることができよう。そして３区祭祀跡で祭具の と として いられた須恵器 は陶 ない

しこれに する のであり、同種の のが 的に 数の 模と を 県 の 遺跡

祭祀跡で いられることから、これらは の祭祀が西日本に していたこと して

いる。したがって本遺跡３区で り行 れた 祭祀 また、 の祭祀に った のであっ

たと考えられる。

すでに れたように、２区において 祭祀の 跡と られる のが 在する。 されるのは SX

１であり、同一遺構で須恵器 大 の 平埋 、須恵器 品の 平埋 、口 部 ち

きを行なった平 の 埋 が られる。平 の口 ち きは３区祭祀跡の と する行 で

ある。柱穴に 品の土師器 を埋 した の（S 87）、土師器 大 を埋土中に 平埋 す

る の（S 43）、２ の 1 を す須恵器 を に えた の（S 52）などが半 約２ の に

78 図 図
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

本郷山崎遺跡 集　落

弥生

中世

掘立柱建物５棟、溝

３条、土坑 71 基、

谷１箇所、柱穴約

210 個

縄文土器、弥生土

器、石器、土師器、

須恵器、青磁、白磁、

瓦質土器

大溝（2区 SD1）を中心とする

弥生時代前期の集落、奈良・

平安時代から中世集落を検出

縄文時代晩期から弥生時代前

期の土器・石器が多量に出土

本郷遺跡 集　落

古墳

古代

・

中世

柵列３列、溝２条、

土坑 19 基、不明遺

構１基、柱穴約 210

個、湿地に伴う祭祀

跡

弥生土器、石器、

土師器、須恵器、

ミニチュア土器、

瓦質土器、青磁、

白磁、輸入陶器、

滑石製模造品、瓦

古墳時代後期の柱列跡、集落

跡と湿地での祭祀跡を検出

須恵器やミニチュア土器、滑

石製模造品などが出土

要　約

　本郷山崎遺跡は、弥生時代前期の大溝（２区 SD1)、谷（１・２区 SX1）が検出され、多量の

弥生土器・石器類が出土した。調査区の東側は弥生時代前期を主体とする集落跡の一部と推定

される。遺物は突帯文土器、板付Ⅱ a 式期併行の弥生土器が大溝、谷からまとまって出土して

おり、当該期の良好な一括資料が得られた。本郷山崎遺跡は、弥生時代前半の本州への稲作伝

播ルートを考える上で、重要な拠点的集落であった可能性が高い。奈良・平安時代では、土坑

から都城系の都城系の土師器皿等が出土しており、中世では掘立柱建物が５棟復元され、白磁

や青磁などが出土する。

　本郷遺跡は、古墳時代後半期の集落遺跡で、柱列跡、土坑、柱穴などが確認された。3 区の湿

地においては、多数のミニチュア土器を含む祭祀跡が検出されたことにより、集落跡とそれに

伴う祭祀跡を同一遺跡で確認できた。

～

～
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